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神戸市は、ポー トアイランド、西神ニュータウン建設に

見られる先進的な面と共に、五色琢古墳、処女琢古墳や、

北野異人館などの古くからの貴重な文化財が多く存在する

という面をあわせもつ都市と言えます。

ここに報告します遺跡も、事代主神を祭る式内社長田神

社と、その周辺にひろがる縄文時代から江戸時代に至る集

落址とわかりました。

本書の刊行は、祖先が築き上げた歴史を今に生きる我々

と、私達の子孫に伝えようとするものにほかなりません。

この目的が達せられるよう念じますと共に、調査および

本書の公干Uに御協力いただきました関係者各位に厚く感謝

申し上げます。

平成 2年 3月 31日

神 戸 市 教 育 委 員 会

教育長 福 尾 重 信



例言

1 本書は神戸市長田区長田町に所在する長田神社境内遺跡の発掘調査概報であ
る。

2 発掘調査は、長田地区市街地再開発事業に伴うもので、神戸市教育委員会及
び財団法人神戸市スポーツ教育公社が、神戸市都市計画局の委託を受けて昭和

62年 2月 から同年10月 まで実施した。

3 呪符木簡の釈文に関しては、奈良国立文化財研究所平城宮跡発掘調査部史料
調査室綾村宏氏 (室長)、 橋本義則氏、寺崎保広氏、舘野和己氏の御教示を賜

った。

4 発掘調査及び出土遺物の整理に際し、山本二郎氏 (兵庫県教育委員会 )、 山
仲進氏、神崎勝氏 (妙見山麓遺跡調査会)、 石井清司氏 (財団法人京者る府埋蔵

文化財調査研究センター)か ら資料提供及び御教示を賜った。

5 調査に当り、神戸市者Б市計画局長田再開発事務所の協力を得た。
6 調査には補助員として宮田弘一、整理員として井上尚美、大歳陽子、川田美
佐、河村直子、釣田弥生、三ツ丼奈見子、安井澄美子、山本美穂子が参加した。

7 本書の執筆は、SC区の中世に属す遺構・遺物に関する部分を佐伯二郎が行
い、その他の執筆と編集を黒田恭正が担当した。

8 図中の方位は全て磁北である。
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試掘調査

第 I章 はじめに

第 1節 調 査 に至 る経 過

長田神社境内遺跡は、神戸市長田区長田町に所在する縄文時代から江戸時代

に及ぶ集落遺跡である。

この遺跡は、長田町 3丁 目にある式内社長田神社の社殿が、大正13年に焼失

した後、大正15年に再建工事の地ならしを行った際に発見された遺跡で、当時

地表下約 lm程の青黒い細砂中から土器類が出上したと記録されているに1)。

今回、神社南東に位置する長田町 1丁 目・ 2丁 目地区で、再開発事業の計画

が興ったため、神戸市教育委員会は、遺構・遺物の有無を確認するため、昭和

60年 10月 22・ 23両 日にわたり、計 8ケ所のテスト・ピットを対象地区に設定し

調査を実施した。その結果、神社に近接する 2丁目地区 (N地区)で遺跡の存

在が確認されたが、 1丁 目地区 (S地区)は制限された範囲内での調査であっ

たため、目的を達することができず、住宅等の立ちのきが終了した時点で、再

度 トレンチ調査を実施することとした。

トレンチ調査は、昭和62年 2月 に行った。南北に長いS地区の北・中央 。南

にそれぞれ幅約 2m、 長さ約30mの南北方向の トレンチを設定した。その結果、

南端部では現表上下約2.5mで、また中央部でも同じく約1.4mで遺物を含む土

層が確認された。さらに北部でも現表上下約 lmで、黄褐色砂礫層に達し、同

層中にも弥生土器片が含まれる事が半」明した。

上の結果を踏まえ、神戸市都市計画局再開発事務所と協議し、全面的な発掘

調査を実施することとした。

第 2節 調 査 組 織

現地での発掘調査は、昭和62年 2月 2日 ～同62年 7月 31日 までを神戸市教育

委員会文化財課が、昭和62年 8月 1日 ～同62年 10月 31日 までを財団法人神戸市

スポーツ教育公社が実施 した。調査に伴 う組織は以下のとお りである。

神戸市文化財専門委員 (埋蔵文化財部門)

小林行雄  京都大学名誉教授
壇上重光  神戸市立博物館副館長

宮本長二郎 奈良国立文化財研究所建造物研究室長

神戸市教育委員会



昭和61年度

教育長

社会教育部長

文化財課長

埋蔵文化財係長

事務担当学芸員

調査担当学芸員

昭和62年度

教育長

理事長

総務部長

総務課長

社会教育部長  岡村二郎
文化財課長   西川知佑
埋蔵文化財係長 奥田哲通
事務担当学芸員 渡辺伸行
調査担当学芸貝 黒田恭正

財団法人神戸市スポーツ教育公社

山本治郎

金治 勉
増川修三

奥田哲通

口野博史・丹治康明

黒田恭正

山本治慎Б

宮岡寿雄

藤井 浩
静観圭一

N地区

S地区

総務課主幹   田中 進
総務係長 中鳴龍治

総務係主査   中村善則
調査担当社員  黒田恭正・佐伯二郎

第 3節 調査の方法

調査は、長田町 2丁 目にあるN地区 (約 650m2)と 同 1丁 目の S地区 (約

1,400m2)に わかれる。

N地区は、調査地全域を覆うように 5m四方の小地区を設定し、遺物の取り

上げを行った。また、遺跡の位置に関して正確を期すため、調査地にX=一

147473000、 Y=74908000の ポイントを設定し、遺構図の基準点とした。

S地区は、再開発ビル建設工事が調査と同時進行となったため、その都合上

調査地を 3分割し発掘を行った (南からSA・ SB・ SC区 )。 遺物の取り上げは

N地区同様 5m四方の月ヽ地区毎に行った。またSA～ SC区の内、弥生時代の遺

構 が集 中す るSA地 区については、調査区内に、 X=-147617000、 Y=
75011000の ポイントを設定し、遺構図の基準点とした。



第II章 位置と歴史的環境

第 1節 遺跡の立地

長田神社境内遺跡は、六甲山南麓にひろがる東西に長い平野部の西端近 くに

あり、東西両側を丘陵によって挟まれた、苅藻川が形成した沖積地上に立地し

ている。

苅藻川は、過去幾度か流路を変えていたものと思われ、今回の調査でも、N
地区の南東端とS地区の北約 2/3の範囲 (南北長約120m)は弥生時代後期～古

墳時代前期にかけての旧河道に当っていた。

N地区の弥生時代の遺構面の標高は約14.40m(T.P)、 S地区のそれは、約

12.00m(T.P)を浪!る。

N地区

×
t:よ
fJ・

パ

墓とレ

専萬岱命〕

第 1図 調査区位置図 1:3,000
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旧石器。縄文

同寺代

弥生時代

第 2節 歴 史 的 環 境

乳在、周辺での最古の人類の足跡は、会下山の丘陵上で採集されたナイフ形

石器である (会下山遺跡)(H21。 続く縄文時代早期の遺物は、須磨区境川遺跡で

出土した押型文土器と、チャー ト製の異形磨製石器のみであった力龍
3)、 昭和

57・ 58両年にわたる宇治川南遺跡の調査でも押型文土器が出土した(注 0。 中期

では古 く名倉町遺跡が報告されておりに働、宇治川南遺跡でも船元 I式～里木

H式 までの上器が出土している。この遺跡は後期以降も継続して営まれ、前半

～後半の上器を見ることができる。昭和61年に調査された楠・荒田町遺跡では

宮滝式の上器と堅果類が土坑から出土している(注 0。 晩期になると遺跡数は若

千増加し、戎町、二番町、五番町(とり、大開(H81、 三川口町、宇治川南遺跡で土

坑や土器片が検出され、宇治川南遺跡では、晩期後半の石棒や土偶も出土して

いる。

前期では戎町(こ 9、 松野(注 1の、大開(注
11)、 三川口町(注 12)、 楠・荒田町は19)、 宇治

川南(と 1つの各遺跡で、遺構、遺物が確認されている。戎町遺跡は昭和62年度調

査で、前期後半以前の水田遺構、前期後半の河道、ピットや、土坑内に円形に

杭を打った特殊遺構等と共に、完形品を含む多量の上器、木製農具が出土した。

大開遺跡は、前期前半の環濠集落で、長径約70mを測る環濠の内外から竪穴住

居址が検出されている。竪穴住居址の炉内や、環濠内から弥生時代前期前半の

上器と、縄文時代晩期の凸帯文土器の系譜上にある土器が共伴し、縄文から弥

生への貴重な資料を提示している。宇治川南遺跡では、前期前半に胡る土器を

含む多量の上器が出上し、楠・荒田町遺跡では今までに約50基の前期末～中期

初頭の貯蔵穴が検出されている。

中期になると、沖積地上に立地する戎町、楠・荒田町遺跡でもひき続き集落

が営まれるが、中葉～後半にかけて標高30～ 70m以上を測る丘陵上に会下山、

東山は19、 河原(注 10、 熊野(逹
1つなどの集落が出現する。河原遺跡は、畿内第Ⅲ～

Ⅳ様式の壷形土器にゴホウラ製貝輪が40個近 く納められていた事で著名である。

楠・荒田町遺跡では当時の墓制一方形周濤墓―が明らかにされた僧
19。

後期の遺跡は、松野、神楽、長田神社南遺跡をあげる事ができるが、その具

体的様相は、今回の長田神社境内遺跡の調査まで不明であった。

弥生時代末から古墳時代前期の集落では、戎町、鷹取町に
19、 宇治川南遺跡

力な日られる程度であるが、前期古墳は、妙法寺川、苅藻川、湊川の各水系毎に

得能山古墳(逹 2の、会下山二本松古墳(と
21)、 夢野丸山古墳(江

2りの 3基が相次いで築

造される。

古墳時代



中期には、鰭付円筒埴輪を持つ大型前方後円墳と推定されている念仏山古

墳(こ 2oがぁるが、既に消減しており詳細を知 り得ない。当時の集落は二番町遺

跡で確認されており、竪穴住居址や上器溜 りの他、大濤内から小型防製鏡が検

出されている。また神楽町遺跡では、井戸状遺構から滑石製勾玉 。双孔円盤・

小玉が出土した(注 20。

後期古墳も内容の知られるものは少ないが、西方の丘陵上に存在した野々内

古墳や観音山古墳(注 2のは、横穴式石室を有するもので、 6世紀後半～末の遺物

が採集されている。この他苅藻川流域には、いくつかの古墳群があったとされ

るが、河口部に近い雀琢(注
2oが木棺直葬墳で、金環、鉄刀等を出上している事

が知られる程度である。また湊川西方にあった中尾古墳(注
2つからは、今J抜式家

形石棺が出土し、横穴式石室を内部主体とし、周濠を巡らす前方後円墳と考え

られる中宮古墳(こ 2働からは、豊富な遺物が出土している。松野遺跡はに
29、 5

世紀末～ 6世紀始めの周囲にtBI・ 濤を巡らす掘立柱建物群が検出され、特殊な

性格を持つものと推定されている。神楽遺跡(注
30では、これとほぼ同時期の掘

立柱建物や、竪穴住居址が発掘され、韓式系土器やソロバン玉形の滑石製紡錘

車等が出土した。鷹取町に
31)、 楠・荒田町遺跡(注 3劾では 6世紀前半の、湊川遺

跡(送30では 6世紀末葉の竪穴住居址が検出された。苅藻川を湖った林山町では、

6世紀後半の窯址(注30も発見されている。

奈良時代以降 奈良時代には、当地は雄伴郡に属し、山陽道が通り、須磨の駅も近くに置か

れるようになるが、この頃の遺跡で知られているものは少ない。白鳳前期の

重圏文縁重弁蓮花文軒九瓦をはじめ、奈良 。平安時代の瓦を出土した室内遺

跡(と 30が郡衡推定地として知られるのみであったが、最近、神楽遺跡(注
30で奈

良又は平安時代と考えられる 1辺約 lmの柱掘形を持つ掘立柱建物が検出され

ている。

会下山二本松古墳の墳丘から出土した経塚は平安時代に属するものであ

る(と 3の。神楽遺跡(江30の濤からは、「東福」の墨書がある土器、緑釉陶器、灰釉

陶器等が出土している。

平安時代末期には、平清盛が神戸に居を移し、別邸雪之御所を造営すると共

に大輪田の泊の修築、福原遷都を行った①これに関した遺跡は、長く不明のま

まであったが、昭和57年度の神戸大学附属病院内の調査で(注
39で、大型の柱掘

形を持つ掘立柱建物址や、 2重の堀が検出され、福原京の様相を知る手がかり

となった。

-5-
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1.長田神社境内遺跡 2.会 下山遺跡 3.宇 治川南追跡 4.楠・荒田町遺跡 5,戎
町遺跡  6。 三番町遺跡 7.五 番町遺跡  8。 三川口遺跡  9。 松野遺跡 10。 東山遺跡
11.河原遺跡 12.熊野遺跡 13.神楽遣跡 14.長田神社南遺跡 15。 得能山古墳 16.
会下山二本松古墳 17.夢野丸山古墳 18.念仏山古墳 19.野々内古墳 20。 観昔山古墳
21.雀塚古墳 22。 中尾群集墳 23.中宮古墳 24.鷹取町遺跡 25.湊川遺跡 26.林山
古窯址 27.室内遺跡 28.雪之御所 29,神大附属病院内遣跡 30。 名倉町遺跡 31.大
開遣跡

第2図 周辺遺跡位置図

-6-



N地区

S地区

第Ⅲ章 遺構と遺物の出土状況

第 1節 基本層序

N地区の基本層序は、 1.盛土、 2.淡黄灰色砂質上、 3.暗灰色砂質上、

4.暗茶灰色粘質土 (第 1遺構ベース土)、 5.責灰色～青灰色シル ト (第 2

遺構ベース土)と なる。ただし、南東部2/3は、後世の削平により1の直下が、

5と なっていた。 3に は弥生時代～奈良・平安時代までの遺物を含み、 4には

縄文時代～弥生時代の遺物が含まれる。

S地区の基本層序は、 1.盛 土 (明治34年の新湊川掘削時のつF土 )、 2.耕

作土、 3。 灰黄色砂質土、 4.暗青灰色シルト～暗黄灰色砂質土 (遺構ベース

土)と なる。SB・ SC区については、後世の削平により3相当層がなく、 2直

下は暗青灰色～黄褐色砂礫上がひろがり、遺構面となっていた。

S

o                      em

第 3図  N地 区基本土層図

1.盛土
2.淡責灰色砂質上
3.暗灰色砂質土
4.暗茶灰色粘質土 (第 1遺構ベース土〉
5.責灰色～青灰色シルト (第 2逸構ペース上)

1.盛土
2.耕上
3.灰黄色砂質土
4.暗青灰色～暗責灰色砂質上 (逸時ベース上)
5.淡黄色粗砂質土
6.茶灰色～黄灰色砂質土
7.褐灰色砂質土
8.暗褐色砂質土
9.暗黄褐色砂質土
10.灰褐色砂質土
■.暗褐色粘質土
12.時灰褐色砂質土 (やや粘性)
13.暗灰褐色砂質土 (8～ 13は SK02埋 上)

o                     3m

第 4図  S地区基本土層図



第 2節 縄文時代

縄文時代の遺構は、N地区で検出された土坑1基のみである。

0                        3m

第 5図 SK01平 面・断面・土層図

SK01 (第 5図 。第 6図 )

弥生時代のSB05のベース上を約 10cm下げた際、輪郭 を確認 したものである。

東西約 4.6m、 南北約 3m、 深さ約50cmを 測る不整楕円形土坑 F、 南西部にさ

らに東西約 1.4m、 南北約 lm、 深さ約40cmの凹部を持つ。上坑周囲には、東

西約 7m、 南北約3.6～ 6m、 深さ10cmを 測る浅い長方形の落ち込みがあ り、
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遣構に伴わ

ない上器

土坑上部のものと区別できない、青緑色砂質上が堆積していた。

遺構検出中に出土した土器には、滋賀里Ⅳ式とそれ以降の上器が混在するが、

長方形の落ち込みと土坑内の出土土器は、前者に限られる。上坑内からは、こ

の他、焼土塊や長径約45cmの石が出上し、底部付近には灰・炭を含む緑灰色粘

質上の堆積が見られた。

N地区の第 2遺構ベース土や、SA区の遺構ベース上を若千下げた段階で、

検出された例が多い。出土個所での遺構検出に努めたが、明確な遺構は見られ

なかった。また、SB・ SC区の旧河道内からも土器が出上している (表 1)。

番  号 出土地点 出土層位 番   号 出土地 点 出土層位

第31図 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

SK01

N,G-6

N・ G-6

SB・ 河道内

SB・ 河道内

SB07

N・ D-2

N・ G-6

N・ B-3

N・ C-3

N,D-2

NoC-2

SB01-a

SA・ D-4

SB

N・ G-6

N

SB・ 河道内

SB・ 河道内

SB・ 河道内

N,D-3

N・ G-6

青緑色砂質土

青灰色シルト

青灰色ンルト

褐色砂礫土

褐色砂礫土

埋土中

暗恭灰色粘質土

青灰色シルト

14 乱

暗茶灰色粘質土

暗茶灰色粘質土

暗茶灰色粘質土

埋土中

暗責灰色砂質土

礫 上

青灰色シルト

近世落ち込み内

第32図 23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

第33図33

34

35

36

37

38

39

N,D-2

SB・ 河道内

N

SC・ 河道内

N・ SD03

N・ G-6

SB・ 河道内

SB01-a

SA・ D-4

N・ G-6

SB・ 河道内

N・ G-6

N,SX01

SB

SB・ 河道内

SK01

SK01

暗茶灰色粘質土

褐色砂礫土

近世落ち込み内

褐色砂礫上

暗茶灰色粘質土

青灰色シルト

褐色砂礫土

埋土中

暗黄灰色砂質土

青灰色シルト

褐色砂礫土

青灰色シルト

暗茶灰色枯質土

礫 上

褐色砂礫土

青緑色砂質土

青緑色砂質土

表 1 縄文土器出土地点一覧表

第 3節 弥生時代

弥生時代の遺構は、N・ S両区から竪穴住居址 4、 掘立柱建物址 3、 壷棺墓

1、 濤 4の他、上坑、ピット、不明遺構が検出された。出土遺物には、前期～



N地区

SB01

後期までの土器、銅鏃、石庖丁等がある。土器は後期に属すものが大半を占め、

遺構もこの期のものである。以下、N・ Sの地区毎に記述する。

N地区からは、竪穴住居址 2、 掘立柱建物l■ 3、 濤 3の他、ピット、不明遺

構が検出された (第 6図 )。

第 7図  SB01平 面・断面・土層図

(第 7図・第 8図 )

SB01に は 2度の拡張が見られる。当初は東西 6m、 南北3.6m以上を測る方

形竪穴住居 l■で (SB01-a)、 西辺部に幅 1.5m、 長さ1.2mの方形張 り出し部

と、床面の北 。西 。東に幅約 70cm、 高さ 4 cm以上の地山削 り出しによるべ ノヽド

状遺構 (以下べ ッヽドと約す)を持つ。主柱穴は、北西、北東隅から検出された。

南西の断面に残る柱穴もその深さから、SB01-aに 伴う可能′1生が高い。北西

の柱掘形内には拳大の石が詰められていたが、ここから外面に波状文を描く二

重口縁壷の口縁部片が出上した (第60図 -244)。

最初の拡張は、北へ60cm、 東・西両側に40cm行 っている。べ ノヽドを付設した

かどうかは、次の拡張時の削平で明らかでない (SB01-b)。

次の拡張は主に西側になされ、約30cm拡げられている (SB01-C)。 ただし、

北 。東壁は前回より若干内側となる。最終的な住居l■の東西長は6.8mである。
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第 8図  SB01変 遷図
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床面の東 。西・北に幅80cm、 高さ10cmの貼り付けによるべ /ヽド と、その内側に

幅10cm、 深さ 5 cmの 周濤が巡る。床面中央に東西1.6m、 南北90cm以上、深さ

約10cmの炉を持つ。炉は中央部がさらに約10～ 20cm凹 む。炉内には、炭
。灰の

堆積があり、投棄された土器が出土した。北隅部のべ ノヽド上から完形の鉢形土

器が出上した。床面の一部に炭化材が残存し、埋土中にも炭の小片を含むこと

から、焼失住居である可能性がある。

第 9図 SB02平 面・断面図 (1)

SB02 (第 9図・第10図 )

東西 5m、 南北 5mの方形を呈する竪穴住居址で、東南隅部に幅 1.4m、 長

さ1.4mの張り出し部を付設する。柱穴は 3ヶ所確認されたが、他の 1本は、

後世の井戸で破壊されていた。中央土坑 (P-2)は 、直径60cm、 深さ 5 cmを

測る。内部に炭・灰等の堆積は見られない。

柱穴 (P-1・ 3)及び中央土坑には土器の投棄があり、特にP-1の 底部
からは完形の有孔鉢が出上した。住居址北東部では、床面から浮いた状態で小
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第10図 SB02平 面・断面図 (2)

型鉢が 3個体出上した。またこの付近に炭化材が床面に残存し、SB01と 同じ

く焼失住居の可能性がある。

SD01    尚、SB02南側に幅20cm、 深さ北西部で10cm、 南東部で35cmを 測るL字形の

濤 (SD01)があり、SB02の排水溝とも考えられるが、両者の接′ミ部が後世の

落ち込みで破壊され、断定できない。

SB03 (第■図)
1間×1間以上 (2.7m× 2m以上)と 考えられる掘立柱建物址である。

SB04 (第■図)
1間×2間 (2.8m× 3.lm)の掘立柱建物l■で、竪穴住居址SB01に切られ

ている。南隅部の柱穴はSB01-Cのべ /ヽド除去後検出された。
SB05 (第■図)

1間×2問 (2.4m× 2.8m)の掘立柱建物l■である。

この他、SB03・ 04の周囲で多数のピットを検出したが、建物としてまとま

るものはなかった。SB03～ 05及びこれらピットの時期は、遺物が極めて少な

く明確でないが、弥生時代後期の上器小片を出土したものがある事から、この

時期と考えて大過ないものと考えられる。

SD02 (第 6図 )

に
=44a∞
G

D     げ

Dう」D' EL鰻決姜,♂



SB04

S BOS
°rr閂雪守守イヤイ~~―一―――一ァーーー~~~~~學 n

第■図 SB03～ 05平面・断面図

‐Ｊ
。
ｋ
「
⑩
‐
‐
‐
‐
―
，⑬

コ
∞

コ
く



ざ

≡ち1112131415161/18191Ю 1111121131И 1151

―
一
Ｇ

一
Ｆ

一
Ｅ

一
Ｄ

一
Ｃ

一

れ 7oO。

第12図  S地 区全体図
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調査地東端近 くで検出された幅40cm、 深さ30～ 50cmの南北濤で、埋土中から

庄内甕の口縁部片と共に銅鏃が 1本出上した。

SD03 (第 6図 )

SB01に切られた小溝で、幅50cm、 長さ2.9m、 深さ40cmを 測る。弥生時代後

期の上器片と共に、縄文時代晩期の深鉢片が出土した。

SX01 (第 6図 )

削平が激しく、全体を知 り得ないが、東西長3.lm程のもので、深さは10cm

と浅い。南隅部に径 40cm、 深さ10cmの ピットがある。後期の細頚壷の休部片が

出土した。

S地区    S地 区は既述のようにSA～ SC区に細分されるが、SB・ SC両区は苅藻川旧

河道となっており、土器だまり等が検出されたが、遺構はSA区に限定されて

いる (第 12図 )。 S地区からは竪穴住居l■ 2、 壺棺墓 1、 濤 1、 土坑、ピット

の他土器群がSA、 SB区で各 lヶ 所検出された (第 13図 )。

1.盛上      7.黒 掲色粘質土
2.耕±      8.暗 灰色砂質土
3.灰黄色砂質±  9.黒 褐色砂質土
4.明責褐色砂質± 10,掲灰色砂質土
5 暗茶褐色砂質± ■.灰褐色砂質上
6.灰褐色砂質±  12.暗 黄灰色砂質土

に
Ｅ
０
０
い
。
Ｎ
中
＝
ｗ
コ

0                            5m

第14図  SB06平 面・断面・土層図



SB86 (第 14図 )

堆定直径約 9m、 深さ約70cmを測る六角形竪穴住居址である。床面の壁添い

に幅約 lm、 高さ15cmの盛土によるべ ノヽドを持つ。べ ッヽドは北東コーナー部で

とぎれる。主柱穴はべ ッヽドコーナー部の内側で 2ヶ所検出された。両者共、直

径約30cm、 深さ約10cmの ものである。べ /ヽド 内側の壁際に一部周濤を巡らす。

床面からの出土遺物は極めて少ない。住居l■埋土は大きく3層に分かれ、最

上層から多くの上器片が出上した。また最下層の床面に近い個所で、磨製石器

の破片が出上したが、刻ヽ片のため全形を知り得ない。

L=12.500m

o                          5m

第15図  SB07平 面・断面・土層図

(第 15図 )

東西5.5m、 南北4.8m、 深さ20cmの隅円長方形の竪穴住居址である。主柱数

は 4と 考えられるが、検出されたのは南東隅の柱穴のみである。直径 40cm、 深

さ 5 cmを 測る。中央炉は1.Om XO。 9mで深さ20cmを 測 り、内部から炭が検出さ

れた。炉壁に赤変化は認められない。

床面遺物 も少な く、南東部でやや浮いた状態で出土した高不不部があるに過
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ぎない。ただこの

住居llLが完全に埋

没する直前に、体

部に穿孔を持つ完

形の壺形土器を含

む土器群が投棄さ

れていた。

(第 16図 )ST01

長 さ 50cm、  幅
45cm、 深さ25cmの

楕円形土琥内に、

日縁端部 と底部 と

を打ち欠いた大型

の壺形土器を構に

転用 して収めたも

ので、脚裾部を欠

た高不で蓋をしV凸

尺骨・副ていた0ノ

葬品共に検出され

なかった。

ヒ

グ

第16図  ST01平 面。断面図

SD04 (第 17図 )

弥生時代の遺構が検出されたSA区の北端を区切るように検出された濤で、

幅約 5m、 深さ0.5～ 0.8mを測る。埋土は 2層に大別され、上層から後期土器

片と共に前期甕形土器片が 1点出上し、濤底から完形品を多く含む土器が検出

された (図中の番号は遺物実測図と共通する)。

SK02 (第 13図 )

南北 4m、 東西1.8m以上、深さ約80cmの方形土坑で、東半部のみ検出でき

た。主としてその南半の埋土最上層から土器が出土した。

SK03 (第 13図 )

長さ6.4m、 幅1.2m、 深さ30cmの上坑で、埋土は暗茶灰色砂質上である。後

期の上器片が数′ミ出土した。

L=12.000m

-23-
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SK04 (第 13図 )

長さ2.7m、 幅 2m、 深さ20cmの不整方形の上坑である。坑底より浮いた状

態で後期土器片が出土した。

(第 13図 )

長さ80～ 130cm、 幅80～ 90cm、 深さ10～ 30cmの小土坑群である。いずれも、

土器片が坑底より浮いた状態で出土した。

(第 13図 )

東西3.9m以上、南北6.2m、 深さ60を測る不整方形の落ち込みで、SB07に

切られる。後期土器片と共に、人頭大の灰白色粘土塊が数個出上した。

(第 13図 )

SK04の北側に、東西約 5m、 南北約1.5mの範囲で投棄された土器片が多数

存在した。これらはST02を切る東西方向の自然の濤状落ち込みがほぼ埋没し

た段階で形成されたものと考えられる。

SK08′-09

SX02

SA区土器群

賢葛毎は礫検出範囲

-25-
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第19図  SB区土器群Po-9。 10平面・断面図

SB区土器群  (第 18図～第21図・表 2)

既述のように、 S地区の北2/3は苅藻川旧河道となっており、ここには住居址

等の遺構は存在しなかった。が、旧河道が埋没する過程で、SB区南半に拳大

の礫が堆積する時期があり、この礫の直上から弥生土器が数個の群を成して検

出された。礫の上部にはさらに川によって、暗青灰色～暗灰色シルト層が60～

70cm堆積しており、東側の一部には、シルト層内に厚さ20cm程の黄褐色細砂層

を挟んだ個所も見られた。土器の投棄は、細砂層、シルト層両者の形成期間中

も継続的に行われ、主にシル ト層下部に20余の小群を成した多数の上器を検出

した (第 18図 。第19図 )。

土器群の取 り上げは群ごと (Po-1～ 25)に行い、礫上とシル ト層内に存

在するものとを分離したが、土器片のレベルと礫面との関係図 (第20図 )でも

理解されるように、いずれに属すかの峻別が困難な土器群もある。例えばPo

-13は、Po-12と 比べれば礫上面に近 く、一部が礫上面に接し、さらに出土

土層も異なるが (第21図 )、 シル ト層内としたPo-10と は礫面とのレ
ベル差で

大差は認められない。この様な土器群が存在する事から、礫上出土土器とシル

ト層内出土土器の投棄は、明確な時間的断絶を介在しないものと考えられる。

尚、SA区のSD04は、このシルト層の上面に切 り込まれたものである。



第20図  SB区 土器群・礫面関係図

一

暗青灰色シル ト層

貢褐色細砂層

暗灰色シル ト層

ψ

。                             5                     ざm

0亀

儀

妙

第21図 SB区 土器群土器・土層関係図



土器群番
=
実測図番号 層 位 土器群番

=
実測図番号 層 位 土器群番号 実測図番号 層 位

9

22

24

25

E-15

1

2

3

5

6

7

72・ 74・

79・ 33・

90～ 108

76,73・

85

86

77・ 88・

71・ 81・

87

73

119 ・ 139

143

134

138

146

141

礫 上

シアレト

10

11

12

14

17

18

19

20

23

D-13

120 ,122

123 ・131

132 ・ 135

121 , 125

137

130

112 ・113

127 ・ 133

114 ・ 124

126 ・ 142

111 ・ 144

128 , 152

115 ・147

148 ・ 150

129 。 140

116

ンルト F-12
F13～
F-14

G-13

G-15

110

155

ンフレト

表 2 SB区 土器群出土土器一覧表

第 4節 古墳時代

帽
ｇ罰
割
到

期時のこ 若写には、 N地区で検出した溝とピット、土坑がある。

X=-117473000

0°

D 臆
0

0
●09

0                        10m

第22図 古墳時代遺構平面図
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SD05 (第22図 )

SD05は、直径約 8mを測る半円形に巡るものでt幅20～ 30cm、 深さ10cmを 測

る。濤の内側から20基程のビットが検出されたが、両者の関係は不明である。

濤、ピット共に土師器細片が出上したにとどまる。

(第 6図 。第22図 )

直径60～ 70cm、 深さ20～ 100omの 円形土坑である。埋上の状態は共通し、青

灰色シル トと暗茶灰色粘質上の小ブロックが混在する。遺物は少なく、SK09

から7世紀初頭の須恵器不蓋小片と鉄刀子が出上し、他は須恵器、弥生土器の

細片が出上したのみである。

第 5節 平安時代

SK09-12

ST02 (第 23図 )

SA区中央南寄 りで検出された本棺

直葬墓である。長さ 2m、 幅0,9～ 1.1

m、 深さ15cmの長方形墓城内に、箱形

木棺 を収める。木棺は長さ lm、 幅

40cm、 深さ約10cmを測る。棺底は西が

10cm程度高く、頭位は西と考えられる。

足方棺外から供献された鉄器、土器

が検出された。遺物は 2群に分かれ、

その出土状態から、棺埋納途中で土師

器大皿 1枚、同小皿 6枚 と、鉄刀、鉄

斧頭、鉄鎌、鉄錐各 1を収め、棺を完

全に埋めた後、須恵器婉 2枚、土師器

小皿 4枚 を供えたものと考えられる。

前者の土器は 1枚毎に食物等が盛られ

たような状態にあったが、後者は重ね

られて出土した須恵器婉からみて同じ

状況を想定できない。

時期は、12世紀前半と考えられる。

第 6節 鎌倉～室町時代

0                 1m

第23図  ST02平 面・断面図
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SE01

SE02

この時期の遺構は、SB oSC区から検出されている。井戸 4、 土坑 3、 不明

遺構 2と 柱穴群がある。

(第26図 )

SB区南寄 りで検出したものである。掘形の平面は長径1.15m、 短径95cmを

測る楕円形で、深さ1.lmを 測る。断面は我頭砲弾形を呈する。掘形のやや南

寄りに水溜と井戸側として曲物が据えられていた。水溜用の曲物は直径40cm、

高さ28cmを 測る。井戸側の曲物は上 。下 2段が残っており、下段は水溜用曲物

と上段は下段と一部入子の形となっている。下段は直径43cm、 高さ10cm、 上段

は直径46cm、 現存高26cmを 測る。井戸側の検出状態から当初はこの上にもう 1

段曲物があったものと思われる。

掘形内の埋土は、暗青灰色シル トのブロックを含む淡黄灰褐色砂礫土、井戸

内部の埋土は暗青灰色シル トである。

遺物は少なく、水溜内部から須恵器細片が出土したに留まる④

時期の確定は困難だが、後述するSCttSE03と 同じ構造を持つことや、宇野

隆夫氏の研究(注 4のでこの型式の井戸が中世前期 (12世紀中頃～14世紀)に類例

が激増するという集計結果が示されていることから、12世紀後半を中心とする

時期と考えるのが妥当と思われる。

(第27図 )

SC区 中央で検出した木組井戸である。掘形の平面は楕円形を呈し、長径

1.77m、 短径1.24m、 深さ86cmを 浪1る。井戸側は一辺68cm、 現存高約50cmの木

組である。西隅に 6～ 8 cm角の角柱が比較的明瞭に残る。北西側の 2枚の板材

は、内側に倒れ込んだ状態であった。北東辺には 4枚の板材と横桟と思われる

横方向の木質部が残る。残存する板材下端部のレベルは揃わないが、構築当初

からこの状態であったと思われる。以上から丼戸側は四隅に隅柱を用い、一辺

につき3～ 4枚の縦板を組み横桟で保持する構造と考えられる。水溜用の曲物

は、井戸側下端部以下に据えられている。直径約45cm、 現存高27cmを 測る。

井戸側内の埋土は、下層が淡褐色砂質土と暗灰色粘質上の互層、中層が淡黄

褐色砂質土、上層が灰色粘質土である。

遺物は主に上層から須恵器坑、土師器小皿、瓦器ナ宛などが出土している。時

期は、12世紀後半から13世紀初頭と考えられる。

(第28図 )

SE02の北東隣で検出したものである。掘形の平面は、不整楕円形を呈し長

径98cm、 短径82cm、 深さ55cmを 測る。断面は逆台形を呈する。平坦な掘形底部

に上・下 2段の曲物を入子にして据えていた。前者のような木組の井戸側は検

出されず、上段の曲物が井戸側の機能を持った、SE01と 同形態の井戸と考え

SEo3
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0                                      2m

l.暗青灰色シルト層 4.黒灰色砂礫層(湧水層)
2.灰色～灰褐色礫層 5,淡黄灰褐色砂礫土
3.淡黄褐色砂層  6.暗 青灰色シルト

第26図  SE01平 面図・断面図

られる。上段の曲物は長径52cm、 短

径42cm、 現存高約32cm、 下段のそれ

は直径40cm、 高さ約26cmを浪Iる。

遺物は寡少ではあるが、須恵器

筑・甕が出上している。時期は12世紀

後半を中心とする時期と考えられる。

SE04 (第 29図 )

m

淡灰色粘性砂質±  4.暗 黄褐色砂質土
灰色粘質±    5,淡 青灰色細砂質土
暗灰色粘性砂質±  6.淡 灰色砂質土

第27図  SE02平 面・断面図

m

1.灰色粘性砂質土

第28図  SE03平 面図・断面図

SC区北東部で検出した。東半部  ___
は調査区外のため未調査だが、掘形

の平面は方形を呈するものと推定さ

れる。南北2.56m、 東西1.3m以上、

深さ1.26mを 測る。後世の破壊が激

しく埋土中には拳大から人頭大程度

の石が混在する。

掘形底部に水溜用の曲物が据えられており、埋土中にも井戸側材と考えられ

る板材が廃棄された状態で検出されたことから、この井戸はSE02と 同型式の

可能性がある。曲物は直径約44cm、 高さ約15cmを測ると

」
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埋土は灰褐色粘性砂質土を主休に堆積していた。遺物は、上層 (1～ 9層 )か

ら下層 (10～ 14層)ま で他の井戸に比べ多く出上している。須恵器ナ克、土師器

小皿・蝸、瓦器婉などがある。また現存長約23cmを 測る呪符木簡が検出された。

時期は、14世紀前半と考えられる。SE05同様、現在でも湧水がみられる。

SK13 (第 24図 )

SB区の中央部で検出した東西5.6m、 南北4.8m、 深さ約26cmを 測る不整長

方形土坑である。埋土は責灰色～青灰色粘土塊を含む暗灰色砂質上で、坑底か

らやや浮いた状態で大観通宝 (初鋳■07)が検出された。

SK14 (第25図 )

SC区北半にある長径約2.5m、 短径約 1.2m、 深さ約10cmを 浪1る 長楕円形の

上坑である。土師器足釜の脚部、瓦器などが出土した。時期は13～ 14世紀と思

われる。

SK15 (第25図 )

SE02の 西側にある長径約1.9m、 短径約1.3m、 深さ約10cmを測る楕円形土坑

である。須恵器、土師器皿、瓦などが出土している。時期は14～ 15世紀と思わ

イ化る。

SX03 (第29図 )

SE04の掘形北辺を切って作られたもので、大部分が調査区外となっている。

深さ1.051nを測り、 握業レベルはSE04と ほIF同 じである。

埋土は粘性砂質土と砂の互層で、下層 (9～ 12層)には有機質がみられた。

埋土中には拳大から人頭大の礫が多く混在する。北壁断面中最下層 (11層 )に

は幅約25cmの板材が貫入しており、他にも若千板材が見受けられたことから、

SX03は井戸が廃棄されたものとも考えられる。

遺物は上層 (1～ 8層)か ら須恵器ナ克、土師器小皿、瓦器ナ宛、瓦、銭貨、下

層 (9～ 12層 )か ら須恵器、土師器、陶器などが出上している。時期は15～ 16

世糸己と考えられる。

SX04 (第25図 )

SC区北西部の浅 く広い落ち込みである。長軸約10m、 短軸約5.5mを浪1り 、

断面は浅い皿状を呈する。遺物は、須恵器婉 。鉢・甕、土師器皿・禍、瓦器、

陶器などが出上している。時期は15～ 16世紀と思われる。

柱穴群 (第24図 )

SBttSE01の西側には、この井戸との関係が考えられる柱穴群が検出された。

直径約20～ 30cm、 深さ約10cmの ものが大半で、遺物は殆んどないが、中に中世

の上師器捐の細片を出土したものがある。

1～ 2棟の建物を想定できなくもないが柱穴間の距離のばらつきが大きく、



建物に復元することを避けた。

SE04埋 土
1 暗黄褐色粘性砂質土
2 黄褐色砂質土
3.暗灰褐色粘性砂質土
4 暗黄褐色粘性砂質上
5.淡灰黄色ンル ト
6 淡灰黄色粘性砂質土
7 淡黄褐色砂質土
8 灰褐色粘性砂質土
9.淡 褐灰色粘性砂質土
10 淡灰褐色粘性砂質土
■ 暗灰色粘性砂質土
12.黄 褐色細砂質土
13 淡黄褐色砂質土
14 淡灰褐色砂質土

為翁

L=12.000m

＼

SE04

SX03埋 上
1.青灰色粘性砂質土
2.黄褐色粘性砂質土
3 淡灰禍色粘性細砂質土
4.淡灰褐色粘質土
5 灰色粘性砂質土
6.淡黄灰色組砂質土
7 淡灰色粘性砂質土
8.淡灰茶色粘性砂質土
9 暗褐色粘性砂質土
10.灰褐色砂質土
H.暗 灰偶色粘性砂質土
12 淡灰色砂質土

SX03

第29図  SE04、 SX03平 面 。断面図

第 7節 江戸時代

この時期の遺構には、SB・ SC区で検出した石組井戸各 1、 SC区で検出した

不明遺構 1である。

(第30図 )SE05
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o                    2m

淡褐灰色粘質± 2.灰 褐色粘質± 3.灰 色粘性砂質± 4.暗 灰褐色粘性砂質土
灰褐色粘性砂質± 6.黄 褐色砂礫土

第30図  SE05平 面・断面図

SC区中央やや南寄 りで検出した石組井戸である。掘形の平面形は不整楕円

形を呈し、規模は長径3.88m、 短径3.08m、 深さ1.46mを 測る。断面形は、井

戸側が位置する西側の傾斜がややきつい悟鉢状である。黄褐色砂礫層 (=湧水

層)を切 り込んでいる。

掘形底部に長さ約30cm、 幅20～ 25cmの石を、中央の長径約40cm、 短径約20cm

の範囲を除いて敷き並べる。井戸側はこれを基底として、長さ10～ 30cm程の石

-38-



材を円形に積み上げる。井戸側断面は、上にいくに従いやや広がる。石組の高

さは1.32m、 上部での内径約 lmを測る。

掘形埋上は大きく2層に分けられ、上層 (1～ 4層)は暗灰褐色粘質土、下

層 (5。 6層)は責褐色砂礫土をそれぞれ主体とする。また、井戸側内埋土は、

暗灰色粘性砂質土を主体としている。

遺物は須恵器、土師器、陶器等が出土しており、中世末から近世前半の時期

と思われる。尚、SB区検出井戸もこれとほぼ同構造のものである。

SX05 (第 25図 )

SX04の南側にある石組遺構である。東西、南北各約 4m、 深さ約60cmの 方

形に近い土坑の中に 2～ 3段残存する石組が 2ヶ所存在する。東側のそれはL

字形に屈折し、内側に面を揃えるが攪乱で半壊しており全容を明らかにし得な

い。埋土から出上した遺物から近世期のものと考えられる。





第Ⅳ章 遺物

第 1節 縄文時代

縄文時代の遺物には、晩期後半の凸帯文土器と、晩期以前に湖ると考えられ

るものの二種に大別できる。

晩期以前  (第 33図 -33・ 35～ 37)

33は、外面及び日縁端面に縄文を施す深鉢片である。縄文の原体は 2段の縄

でL(畳 である。日縁端面の縄文も同一原体によるものと思われるが、確定で

きない。内面はナデで仕上げる。

35。 36は浅鉢片で、口縁端部に近い部分と思われる。いずれも半裁竹管によ

り2条の沈線を施す。37も 口縁端部近 くの破片で、 2条の沈線が巡 り、その端

部に浅い断面円筒形を呈する刺突が付加される。    1
晩期後半  (第 31図 ～第33図 )

晩期後半の上器には、日縁端部上面とそれよりやや下がった所に刻目凸帯を

貼り付ける滋賀里Ⅳ式の深鉢 (第 31図 -1～ 6)及び、土坑内でこれと共伴 し
た深鉢 (第 33図 -38・ 39)と、それ以外の凸帯文土器に大別できる。

分類     後者は口縁部の凸帯の位置と口縁端部の形状によりA～ C類に分類できる。
A類…口縁端部から下がって凸帯を貼り付けるもの。

B類…口縁端部に接して凸帯を貼り付けるもので、端部に小さな面を持つか

丸くおさめるもの。

C類…凸帯の位置はBと 同じだが、日縁端部に面を作らないもの。

また、凸帯の断面形は I～Ⅳ類に分類できる。

I類…三角形。

H類…下さがり三角形。

Ⅲ類…台形。

Ⅳ類…蒲鉾形。

SK01   (第 31図 -1～ 3・ 8・ 16。 22、 第32図 -28・ 32、 第33図 -34・ 38・ 39)
SK01か ら出上した土器は、 1'38。 39で、これ以外の上器は土坑検出中に

出土したものである。

1は、日縁端部と凸帯文上にD字形の刻目を持ち、外面を三枚貝条痕、内面

をナデで仕上げる。凸帯断面形はⅣ類である。 2の凸帯断面は I類であるが、

1と 胎土、調整、色調共に似ており同一個体の可能性がある。 3は、凸帯下の

外面にケズリを加える。



8は AⅣ類、16は AI類の回縁部片、22はやや上げ底の底部で外面はケズリ、

内面はナデを加える。28は体部片で凸帯断面形は I類である。

32は直径38.6cmを 測る黒色磨研の「く」の字状口縁の浅鉢である。口縁部外

面と内面全体を研磨し、体部外面にケズリを加える。口縁端部より下がった所

と、頚部外面に凸帯を貼り付ける。頚部内面に 1条の沈線を巡らす。体部外面

に煤が付着する部分がある。

土坑上面からは別個体の浅鉢がもう1個体出上した。小片のため図化できな

いが、32よ り屈曲が鋭 く、日縁部・体部内外面を研磨し、黒色を呈する。日縁

端部内面に 1条の沈線を巡らし、口縁端よりやや下がった外面に極 く低い凸帯

が 1条巡る。煤の付着は見られない。

38・ 39は同一個体と思われる。ゆるやかに「く」の字状に屈曲する頚部を有す

る深鉢片で、外面は二枚貝条痕、内面はナデを加える。

その他の上器  (第 31図 -4～ 7・ 9～ 15。 17～ 21、 第32図 -23～ 27・ 29～ 31)

4～ 6は滋賀里Ⅳ式に属する。 4は外面にヘラ描の沈線文を施す。 5は外面

にケズリを加えている。 6の凸帯文には刻目を施さない。

7。 9～■・17・ 19は AI類である。 7は 口径26cmを 測る深鉢で、凸帯上に

小O字形の刻目を加える。口縁端部内面に浅い凹部が巡り、指頭圧痕が残る。

9は外面にヘラ描の山形文がある。10。 ■・17・ 19の凸帯の刻目は、いずれも

小さく小D。 小O字形や、ヘラ刺突による断面がV字形の細い刻みを施す。17

は胎土に角閃石、雲母を含む河内系のものである。

12～ 14は AH類である。凸帯上の刻目はいずれも小さく浅い。
15は AⅢ類で、わずかに屈曲する頚部を持ち、頚部以下にケズリを加える。

18は AⅣ類で、口縁部から下がった所に低い断面蒲鉾形の凸帯を貼り付け、

小D字形の刻目を施す。

20。 21は BⅣ類に属する。前者は大きなD字形の、後者は刺突による断面V

字形の刻目を力日える。

23は肩部まで残存する2条凸帯の深鉢である。口縁部はBI類である。胴部

から頚部にかけゆるやかに彎曲し、胴部最大径付近よりやや上に I類の凸帯を

貼り付ける。

24～ 27、 29～ 31は胴部片である。24には凸帯上方にヘラ描の沈線が見られる。

25・ 30は胎土に角閃石、雲母を含む河内系のものである。31は胴部と頚部の境

に断面V字形の沈線を巡らすものである。
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第33図 縄文土器実測図 (3)

第 2節 弥生時代～古墳時代前期

当期の上器類は、282ヨ ンテナで約60箱出上した。その内の90数%以上は、

弥生時代後期のものである。土器類は整理途上にあり、今回全てを報告するこ

とはできなかった。以下大半を占める弥生時代後期 (庄内併行期を含む)土器

を型式分類 (第34図 ～第36図 )し、遺構ごとに説明を加える。

広口壷A……太い筒状の頚部とゆるやかに斜め上方にひらく口縁部を持ち、

日縁端部を下方又は上 。下に拡張するもの。

広口壺 Bl…筒状の頚部から強く外反する日縁部がのびるもの。

広口壺 B2… Blの 中で、日縁端部を上方に拡張するもの。

 ヽ)

可

佐

分類



広口壺 Ci…口縁部が大きく水平近 くまでひろがるもの。

広口壺C2~Clの 中で、日縁端部を上方に拡張するもの。

広口壺 D。……頚部の屈曲部から斜め上方にひらく口縁部を持つもの①

広口壺 E・……筒状の頚部に、水平方向にひらく口縁部を持つもの。

広口壷 F・……太く短い「く」の字状の頚部と、斜め上方に直線的にひらく口

縁部を持つもの。

二重口縁壺Al…通常の二重回縁壺で、日縁部外面に凹線を持たないもの。

二重口縁壺A2… Aの中で、口縁部外面に凹線文が巡るもの。

二重口縁壺B……水平近 くひらく口縁部の端部が直立気味に上方に拡張され

るもの。

二重回縁壺C……山陰系の「 5」 の字口縁壺。

広口長頚壺…長 く太い頚部と短く外反する口縁部を持つもの。

長頚壺A…太く長い頚部を持つもの。

長頚壺 B… Aの内、頚部がやや退化したもの。

長頚壺 C…小型のもので、斜め上方にひらく日縁部を持つもの。

細頚壺…細く中ぶくらみの口頚部を持つもの。

短頚壺…太く短い頚部を持つもの。

短頚直口壺…短頚壺の内、日縁部が垂直に近く立ち上がるもの。

甕 A・…。・口縁部が強く外鸞し、日縁端部に面を持つもの。

甕 Bl一 口縁部がゆるやかに外反し、日縁端部に面を作らないもの。

甕 B2… Blの内、口縁部の上半に強いヨコナデを加えるもの。

甕C……口縁端部を上方につまみ上げるもの。

甕Dl… 口縁端部を上方に拡張するもの。

甕D2… 口縁端部を上 。下に拡張するもの。

甕D3… 日縁端部を下方に拡張するもの。

甕 E・……頚部内面に稜を持ち、口縁部が強く外傾するもの。

甕 F……・復合口縁部を持ち、休部内面をヘラケズリする所謂「丹後系」の甕。

甕G……口縁部を大きく拡張し、その外面に擬凹線を巡らす山陰系の甕。

甕H。……短い口縁部と張 りのある体部を持つ四国系の甕。

高lThA・……大きく外反する日縁部を持ち、その端部下面に断面三角形の粘土

紐を貼り付けるもの。

高不Bl… jTh休部と口縁部が成す角度が、130度～140度前後のもの。

高不 B2…不体部と口縁部が成す角度が、150度前後のもの。

高不 B3…不体部と口縁部が成す角度が、160度前後のもの。

高不 C・…・・粗製の小型の高不で、lTh体部と口縁部界に稜を持つが、内面はな
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なめらかな面を成すもの。

高不Dl…婉形の不部と大きく低 くひろがる脚裾部を持つもの。

高郭D2…ナ宛形のlTx部と内彎する脚裾部を持つもの。

高不 El…浅い婉形のITh休部と短 く外反する口縁部を持ち、日縁端部を上方

に拡張するもの。

高不E2… Elの内、口縁端部外面に擬凹線を巡らすもの。

高辱 F……強く屈曲して立ち上がる辱体部と、さらに屈曲して水平近く外反

する日縁部を持つもの。

外Al…小型鉢の内、日径が器高を凌駕するもの。

鉢A2… Alの底部に低脚台が付 くもの。

鉢B……器高が口径を凌駕するもの。

鉢C……外反する口縁部を持つ小型鉢。

鉢D……中型のナ宛形の鉢で、日縁端部を夕H貝Jに折りまげるもの。

鉢 El… 中型の坑形の鉢で、外反する日縁部を持つもので、口縁端部に面を

持つか丸 くおさめるもの。



鉢E2~Elの 内、日縁端部を上方につまみ上げるもの。

鉢 E3… Elの内、口縁端部を上方に拡張するもの。

鉢 F……Ⅲ「く」の字状口縁を持つ大型の鉢。

鉢 G……体部外面に凸帯を巡らせ、クシ描直線文と列′ミ文で飾るもの。

有孔鉢A… 口径が器高を凌駕するもの。

有孔鉢 B…器高が口径を凌駕するもので、「く」の字状の口縁部を持つもの。

手焙形土器…複合口縁の鉢形土器に覆部が付 くもの。

器台Al―筒状の脚柱部から斜め上方にひろがる受部を持つもの。

器台A2… Alの内、口縁端部を下方に拡張するもの。

器台A3~Alの内、口縁端部を上・下に拡張するもの。

器台B……山陰系の鼓形器台。

小型鉢A…球形に近い体部に短 く直立する口縁部を持つもの。

小型鉢 B…張りのない体部に直立する日縁部を持つもの。

小型壺…球形に近い体部に「く」の字状に外反する口縁部を持つもの。

蓋……裾ひろがりの休部につまみの付 くもの。

SB01 (第 38図 -1～ 6、 第60図 -244・ 245。 247)

SB01は 2度拡張が行われたが、土器類は最終のSB01-C段階のものが多く

残存し、他は細片が多く器形を知ることができるものは、極めて少ない。

SB01-a  sBol― a出土土器には、二重回縁壺Al:244が ある。北西隅の柱掘形内か

ら出上したもので、外面をクシ描波状文で加飾する。

SB01-C  SB01-C出 土土器には、壺休部 :1、 ミニチュア土器 :2、 甕BI:3、 甕
底部 :4、 高不脚部 :5、 鉢 B16、 細頚壺口縁部 :245、 壷肩部 :247がある。

1～ 5は 中央炉内、 6は北隅部のべ ノヽド上から出上した。他は埋土中から検出

された。

1は細頚壺の休部と考えられるもので、径 l cm程の小平底を残す。外面はヘ

ラミガキ、内面はハケの後、ていねいなナデを加える。

3は小型の甕で、やや雑な作 りである。煤は付着しない。日径■ .8cm、 器高

15。 2cm、 容量0.812を測る(と 41)。

4は不安定な小平底から斜上方にのびる体部を持つもので、底部裏面にもタ

タキが力日えられる。

5は脚裾部外面と不部内面をヘラミガキする。脚部外面には、右上がりのタ

タキが弗iる。

6は 完形品で外面をタタキ、内面をハケで仕上げる。口径 15.5cm、 器高

12.6cmを 測る。

245の外面には、半円形に巡る弧状線と、放射状に並ぶ短 くゆるい彎曲線が先



端が平らな棒状工具で描かれている。

247は 、上半に 7条のクシ描直線文、下半に 3条 +αのクシ描波状文を描 く。

SB02 (第 38図 -7～ 19)

SB02出土土器には、甕 A:7・ 8、 甕 Ci9、 甕 D2:10ヽ 高不 D3:11ヽ

鉢 Al:14、 鉢 A2:12・ 13、 鉢 D:16、 有孔鉢△ 117、 ミニチュア土器底部 i

18。 19と 、鉢または甕底部 と考えられるもの i15がある。 7・ 15は東張 り出し

部、 8・ 14は 中央土坑、 9・ 16～ 19は P-1、 10～ 13は北東部で出上した。

7は 口縁部がゆるやかに外反し、甕 Bに近い。頚部外面と口縁部内面にハケ

が残る。 口径 15.6cm。

8は体部の張りが強く、頚部内面にゆるい稜を持ち甕Eに類似する。体部外

面の一菩焉にハケを加える。 口径15.Ocmを 測る。

9は頚部外面に粘土接合痕を残すが、その上部にもタタキが残る。内面はて

いねいなナデを加える。口径13.5cmを 測る。

10は床面上で検出した小片である。日縁部を上 。下に拡張し、 2条の擬凹線

を巡らす。内面頚部以下にヘラケズリを加える。日径16.6cmを 測る。

11は 日径21.2cmを 測る高不で、内外面にたてヘラミガキを施している。

12・ 13は、低脚部を作部からつまみ出して作る刻ヽ型鉢である。12は 口径 13cm、

器高6.4cm、 13は 日径12.4cm、 器高6。 3cmを測る。

14は 口径13.8cm、 器高6.3cmを 測る。内面はナデ調整である。

16は 口径21cmを測る中型の鉢で、外面はタタキの後一部ナデを加え、内面は

ナデで仕上げる。

17は完形品で、外面はタタキ、内面をハケで仕上げ、孔の外面にたて方向の

ヘラナデを加え、面を作る。口径16.8cm、 器高9.5cmを 浪1る。

SD02 (第 39図 -26)

26は、現長4.07cm、 現最大幅1.26cm、 重さ3.6gを測る銅鏃である。刃部周

囲は腐蝕し、原状を留めないが浅い逆刺があるものと考えられる。身部中央に

鏑を持ち、端部が尖る茎部を有する。

N地区包含層  (第 39図 -20～ 25、 第60図 -250～ 253)

包含層からは広口壺A:21、 二重回縁壺Al:20、 器台A3i22、 器台脚部 :

23、 器台B:24、 土錘 :25、 庄内甕 :250～ 252と 石庖丁が出土した。

20は頚部～休部上半の外面にヘラミガキを加えるが口縁部外面に右上がりの

タタキを残す。他の体部片にもタタキが残るものがある。口径20.8cmを 測る。

21の内外面の一部にはハケが残る。口径13.6cmを 測る。

22は、日縁端部を上・下に拡張し4条の擬凹線を巡らした後、円形浮文を付

する。浮文間には竹管文を加える。日径21cmを狽1る。

-52-
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23は器台脚部で、内面にヘラケズリを加える。外面は円孔の下方にヘラ描羽

状文を施す。小片のため、円孔数は不明である。

24は 山陰系の鼓形器台である。外面はヨヨナデ、内面はヘラミガキである。

肉眼では在地の胎土と大差ない。

25は素焼の管状土錘(注 4分でぁる。直径4.2cm、 長さ3.4cm、 重さ現47gを 測る。

250～ 252は胎上に角閃石、雲母を含む生駒西麓産の庄内甕体部片である。外

面はいずれも6本/cmの タタキ、内面は右方向のヘラケズリを加える。

253は砂岩製の石庖丁で、約 1/2残存する。半月形直線刃型のものである。

(第 40図 -27～ 35、 第60図 -248)

SB06出 土土器には、広口壺 Bl:27、 広口壺 B2:32、 主体部 i33、 甕A:
34、 甕 B:29、 甕底部 :28、 高lTN E 2:30、 器台A3i35、 器台脚柱部 :31と 甕体部

片 :248がある。27～ 31は埋土最下層、32～ 35。 248は埋土最上層から出土した。

27は 回縁端部をつまみ上げ、外面を板小口状工具でヨヨナデする。内外面を

ヘラミガキするが、一部にハケを残す。口径15.7cmを 測る。

28は球形に近い甕底部で底部裏面にタタキを加える。

29は 口径12.6cmを 測る小型甕で体部外面下半に煤が付着する。

30は丹後、但馬系の高rrhで、日縁端面に 2条の擬凹線を施文する。外面はヨ

26

SB06

-54-
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コナデ、内面はヘラミガキである。小片で傾き等は不確実である。

31は大き目の円孔を上・下 3段、各段 3孔穿つ。内面上半にはシボリロが残

る。上端の況径6.4cm、 下端の現径12.5cmを 狽1る 。

32は、口径12.8cmを 測るもので、内外面の調整はヨヨナデである。

33は、壷体部上半で、頚部に刻目を持つ凸帯を巡らす。

34は、回径15.Ocmを 浪1る甕で、頚部の屈曲が強く甕Eのプロポーションに近い。

体部外面に 2本/cmの タタキを加える。休部内面は摩減のため調整不明である。

35は 口縁端部の拡張面に 6条の擬凹線を巡らし、竹管文付円形浮文を付す。

月ヽ片のため浮文間の間隔は確定できない。口径23.2cmを 預1る 。

248は外面に右上がりの稜杉文タタキを有する甕体部片で、内面上半はナデ、

下半はハケが残る。外面上端にヨヨナデが残り、頚部に近い部分 と思われる。

SB07 (第 40図 -36～ 41)

SB07出 土土器には広口壺 BIi 36、 広口壺B2:37、 広口壺Cl:38、 甕B:
39、 甕Dl:40と 高lTN E l:41が ある。36～ 40は住居址の埋没直前に投棄された

土器群で、41が住居l■南東部で、床面から若千浮いて出土した高lThである。

36は、張りの強い体部を持つもので、頚部～体部外面の上半はていねいなヘ

ラミガキだが、下半はやや粗いミガキでハケが残る。体部下半に外からの打撃

による子しが lヶ所ある。 日径10.5cm、 器高20,4cmを 測る。
37は 口径15.4cmを 測る壺口縁音Ьで、内外面はヨコナデを加える。

38は 口径16.0釦を測るもので、口縁端部を若干つまみ上げ、外面に 2条の凹

線を巡らす。

39は 口径14.6cmを 測る。体吉卜に右上がりのタタキを施す。タタキは頚部中位

まで及んでいる。

40は上方に拡張した日縁端部を持つ。日頚部外面にユビオサエ痕が残る。体

部外面の上半と中位の一部に、タタキの後ハケを加える。休部外面下半は底部

外面を除き煤が付着し、底部外面～裏面は 2次過熱による赤変化を認める。日

径13.4cm、 器高23.2cm、 容量2.712を 測る。

41の 日縁部内外面はヨヨナデし、他はヘラミガキする。脚部を欠くが、中空

の脚柱部を持つと考えられる。口径22.6cmを 測る。

SK02 (第 41図 -42～ 46)

SK02出 土土器には、広 口壺 C2‐ 42、 甕 Bl:45、 甕 C i43・ 44と 小型鉢

B i46がある。

42はゆるやかな「く」の字状口縁部を持ち、端部を上方に拡張する。体部外

面と口縁部内面をヘラミガキ、休部内面をていねいなナデで仕上げている。口

径17.8cmを 測る。
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43・ 44は 口縁端部を上方につまみ上げている。43の 口縁端面には 2条の擬凹

線が巡る。両者共、日径16.Ocmを 測る。

45の 口縁端部は水平方向に折りまげられている。休部内面には粘土接合痕が

明瞭に残る。

46は胎土も精良でなく、調整もタタキを残すなど、やや雑な作りと言える。

日径12.6cmを 測る。

SK04 (第 41図 -47～ 50)

SK04か らは、甕 C i47、 甕Dl:48、 高邪E:49と 蓋が出上した。

47は 回縁端部をつまみ上げ、端面に板小口状工具でヨコナデを施こす。内面

は摩減のため調整不明である。口径15.2cmを 測る。

48は 口径18.8cmを 測るもので、拡張部内外面にヨコナデを加える。

49は体部の彎曲がゆるく、鉢の可能性もある。外面は摩減のため調整不明だ

が、内面はヘラミガキで仕上げる。口径18.4cmを 浪1る。

50は 日径 11.6cm、 器高4.lcmを 測る。煤の付着は見られない。

SK05 (第 41図 -51)

51は 甕 Blに属す。口縁部外面に強いヨヨナデによる凹部が巡る。内面上半

はナデ調整である。煤は付着しない。日径14.Ocm、 器高19.Ocm、 容量1.67珍 。

SK06 (第 41図 -52・ 53)

SK06か ら広口壺Bl:52、 広日長頚壺 :53が出上した。

52は摩減のため、内外面の調整は不明である。日径12.6cmを 測る。

53の 日縁端部には浅い凹線が 1条巡る。頚部外面にヘラミガキを加えるが、

他はハケとナデで仕上げる。口径12.6cmを 測る。

ST01 (第 42図 -54・ 55)

ST01は、SB06の北側で検出された壷棺墓で、54は 高不 B3ヽ 55は広口壷 E

に分類される。

54は脚裾部の穿孔付近で人為的に打ち欠かれる。脚柱部は中実で、内面にシ

ボリ目が残る。邪口縁端部は若干肥厚する。口縁部と体部の境に 1条の沈線を

巡らす。脚内面を除きヘラミガキを加える。口径29.4cm、 現器高15,2cmを 測る。

55は 口縁端拡張部と底部を打ち欠く。体部外面上半は摩減のため調整不明だ

が、下半同様ヘラミガキと思われる。休部外面中位に右上りのタタキを残す。

底部は突出する平底 と思われる。胎土は在地のものと変わらない。乳口径

23.Ocm、 現器高42.4cmを 測る。

SA区上器群  (第 42図 -56～ 65)

当土器群から出上した土器には、広口壷Cl:56、 広口壺 D i58、 二重回縁

壺 B:57、 甕A:59、 甕 C i60、 甕 E:61、 器台A3‐ 62、 鉢El:63、  ミニチ
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ュア土器 :64と 器台脚柱部がある。

56は 口径15,8cmを 測るもので、内外面はヨヨナデで仕上げている。

57は 口縁端部を上方に拡張し、外面に 3条の凹線を巡らし、竹管文付円形浮

文を貼り付ける。拡張部端は欠失する。日径推定14.4cmを 測る。

58は 口径18.2cmを 測る。口縁端部に面を持ち、下方にややつまみ出す。口縁

部内外面はヨコナデし、休部外面にヘラミガキを加える。

59は 口径17.2cmの甕だが、現存部に煤は付着しない。

60は 口縁端面に不明瞭な 1条の沈線があるが、意識的なものか疑わしい。口

径18.6cmを 測る。

61も 日縁端面に 1条の沈線が巡る。体部外面上半、頚部に近い部分にツメ圧

痕状の列点がある。体音卜内面は板小口状工具でナデる。日径14.4cmを 浪1る。

62は 口縁端部を上・下に拡張し、 2個 1対 と思われる竹管文を付す。受部外

面には 4本/cmの タタキが残る。口径19.6cmを 測る。

63の体部外面はタタキの後、一部ヘラミガキを加え、体部内面はヘラミガキ

で仕上げる。口縁部内外面はヨコナデを加える。日径19.2cmを 測る。

64の胎土には砂粒を多く含む。底は不安定で径1.7cmを 測る。

65は中ぶくらみの脚柱部で、上・下 2段に 4方向の円孔を穿つ。

SA区包含層 (第 43図 -66～ 70)

遺構ベース土 SA区の遺物包含層からは広口壺 E:67、 鉢A2:69が出上し、遺構ベース土

中からは、長頚壺 B166、 甕D2:68、 高不脚部 :70が出土した。

66は不安定な平底を持つもので、体部外面はハケの後ナデを力日えるが、タタ

キを残 している。体部外面下半に煤の付着が見られる。口径 10,Ocm、 器高

19.6cmを 測る。

67は器壁の厚いもので、口縁部をヨコナデし、頚部をナデで仕上げる。胎土

は在地のものと変化はない。口径19,4cmを 測る。

68は SB06南側のベース土中から出土した (第 14図 )。 口縁端部を上・下に拡

張し、 2条の沈線を巡らす。体部外面上半はタタキをハケで消す。同下半と休

部内面にはヘラケズリが見られる。胎土から生駒西麓産のものと考えられる。

口径14.5cm、 器高推定23.6cmを淑1る。

69は 口径12.8cm、 器高7.7cmを 測る。休部内面は、板小口状工具でナデる。

70は太い筒状の脚柱部と、斜め下方に短 くひろがる裾部を持つ。上端部内面

には、粘土円板が劉離した痕跡がある。
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SB区土器群  (第 44図～第47図 -71～ 108)

(礫層上面)SB区 で検出された土器群の内、礫層上面で出上したものには、短頚壷 :71、

甕A i72～ 75・ 81～ 85、 甕 BI:77～ 79・ 86、 甕B2:76、 甕 C i80・ 87・ 88、

甕Dl:89、 高lTh B l:90～ 99、 高不Dl:100～ 102、 鉢Al:103、 鉢 El:104～

106、 鉢 E9、 有孔鉢 B:107と ミニチュア土器がある。ttE3は 細片である。

71は球形に近い休部と小さな平底を有するもので、外面と口縁部内面にヘラ

ミガキを施す。外面下半には右上がりのタタキが残る。体部内面には、幅1.5

～ 2 cm程の粘土紐痕がよく残る。日径 12.2cm、 器高21.lcmを 測る

甕Aの内72・ 73・ 75は張りの弱い体部から直線的に底部につながるものであ

る。一方、74は強い張りのある休部と突出した分厚い底部を持つ。口縁部はゆ

るやかに斜上方にのび、 Blの形態に近い。

72は 75と 胎土・調整等がよく似る。底部内面は板小口により荒くかき上げた

痕跡がある。口径14.2cm、 器高27.9cm、 容量2.92を 測る。

73はやや大型で、体部外面下半の一部にナデを加える。底部裏面に木の葉圧

痕が残る。口径17.8cm、 器高29.Ocm、 容量4.172を 測る

74は 日縁端面に 1条の凹線が巡る。体部外面はタタキの後、粗 くハケを加え
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る。日径13.8cm、 器高24.lcm、 容量3.242を測る。

75は 口径12.8cm、 器高20.4cmを 測るもので、72に比し、やや口縁部の返りが

ゆるやかである。容量2.192を浪1る 。

76は右上 りの綾杉文タタキを有するもので、体部外面中央部は、草の茎を束

ねた様なものですり消している。口縁部内外面はヨヨナデ、体部内面はハケを

加える。底部片とは接合せず、図上で復元した。日径15.6cm、 器高推定27.3cm、

容量推定5.472である。

77はやや外に拡がる底部を持つ。体部外面下半は、タタキの後、板小日によ

るたてナデを加える。休部内面はハケ乃至ナデで、下半に板小口部の圧痕が残

る。口径13.2cm、 器高推定24cm、 容量推定2.812を 測る。

78は小型のものであるが、休部外面上半には煤が付着する。体部外面は上半

と下半で傾きの異なるタタキが施される。下半にはさらにたて方向のタタキが

加えられる。体部内面下半は、摩減のため調整不明である。口径10.6cm、 器高

14.5cm、 容量0.972を 測る。

79は さらに小型で、煤は付着しない。底部裏面に粘土を充填した跡が明廉に

残る。タタキは右下がりで他と異なる。口径12.2cm、 器高■ .3cm、 容量0.552。

80の底部外形は77に似るが、これは分厚いものである。底部外面に板小日に

よる粗いナデを加える。日径14.8cm、 器高21.4cm、 容量2.132を 浪1る 。

81の体部内面には、左回りのヘラケズリが加えられる。口径15.Ocmを 測る。

82の体部外面にはタタキの後、一部ナデが施される。休部内面は板小日によ

るナデである。口径15.Ocmを 測る。

83の 口縁端部は若千上 。下に拡張されている。体部内面は板小口によるナデ

である。 日径13.8cmを 測る
84・ 85も 前者と同様の調整を加える。84は 口径13.8cm、 85は 14.2cmである。

86は 80と 共に外面のタタキが頚部の屈曲部より上方に及ぶものである。日径

11.8cmを 測る。

87は 中型のものでは珍しく口径が体部径を凌駕する。口径18.4cmを 測る。

88は 甲径16.4cmを 狽1る もので、外面に 2本/cmのタタキを施している。

89は頚部～体部上半に板小日によるナデを加え、水平方向のタタキを消して

いる。体部内面はナデ、上半に指頭圧痕が残る。口径14.8cmを 測る。

高lTh B lに は大型 (90～ 97)と 小型 (98。 99)の 2種がある。大型のものは、

脚柱部の形状によって、中実のもの (93・ 97)と それ以外とに細分できるが、

後者も脚柱部内面にシボリロの残る細い穴を残すのみで、中実に近い形態を有

する。ここにあげたBlは、ほぼ同様の胎土、調整を持つもので、脚裾部の円

孔数も3と 一致する。
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第45図  SB区 土器群
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o                     20cm

(礫上)出土土器実測図 (2)
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SB区土器群

(シル ト層 )

90は 口径21.8cm、 器高18.Ocm、 91は 口径18.8cm、 器高16.5cmを 測る。92は jTh

休部に彎曲を持ち、次の93と 共に口縁部の外反度が他と比較し、やや大きい。

口径25.Ocm、 器高18.5cm、 93は 口径22.2cm、 器高15.2cmを 測る。脚柱部が短く

脚裾部が若千開き気味である。94は脚裾部外面にハケが残る。口径23.6cm、 器

高19.lcm。 95は 96と 共に脚裾端部外面によこ方向のヘラミガキを加える。口径

24.2cm、 器高20.2cmを 測る。

96。 97は JTh口縁部外面のヘラミガキが、やや粗いたて方向のもので、他と異

なる。96は 日径26.4cm、 器高17.Ocm、 97は 口径20.2cm、 器高14.5cmである。

98は小型のもので口径15,4cmを 測る。99も 同様で、日径 16.8cm、 器高12.lcm

を測る。前者に比べ口縁部の外反度は大きい。

高不Dlは 3個体ある。いずれも胎土精良で、焼成も良好である。調整・色

調も共通する。脚裾部の円孔数はいずれも4である。

100は 中実の脚柱部を持つもので、口縁端部外面に 3条の浅い擬凹線を巡ら

す。口径16.8cm、 器高15。 lcmを測る。

101は 中空の脚部を有する。17h外面と脚柱部外面の一部にハケが残る。口縁

端部外面に 2条の擬凹線を施文する。口径17.Ocm、 器高12.2cmを 測る。

102も 中空の脚柱部を持つもので、口縁端部外面に 2条の擬凹線を巡らす。

脚裾部を欠失するが前 2者同様、大きく拡がるものと思われる。口径14.8cm。

103は 口径12.2cm、 器高7.7cmの小型鉢である。外面はナデ、内面はていねい

なハケで仕上げる。

104・ 105はほぼ同形、同大のものである。調整も外面はヘラミガキ、内面は

ナデの後、粗いヘラミガキを加え、外面ヘラミガキの範囲も共通している。

104は 口径21,2cm、 器高10.6cm、 105は 口径20.2cm、 器高■ .lcmを 測る。

106は前者と口縁部の形がやや異なるが、胎土 。調整・色調等は共通する。

休部外面下半にうすく煤が付着する。口径18.4cmを 測る。

107は土器の歪が激しく、口径は誤差を含む。外面のタタキは口縁部に及ぶ。

内面上半はハケ、下半はナデを加える。焼成前にやや大き目の穿孔がなされる。

煤の付着は見られない。日径推定16.4cm、 器高推定15.4cmを 測る。

108は 口径6.4cm、 器高5.7cmを 測る。外面はナデ、内面に板小口痕が残る。

(第48図 ～第52図 -109～ 155)

SB区で検出された土器群の内、シル ト層中から出上したものには、広口壺

Bl1 109。 110、 広口壺 B2:111° 112、 広口壺 Di n3、 広口壺 F:117、 細頚

壷 :114、 短頚直口壷 :■ 5、 短頚壺 :116、 甕A:■8～ 128、 甕Bl:129～ 136、
甕 B2ヽ 甕 C i 137～ 139、 甕 Dl1 140。 141、 甕D2:142、 高lfXB2 i 143、 高不

Dl:145～ 147、 高jTh D 2:144、 鉢Al:148、 鉢 D、 鉢 El: 149・ 150、 鉢 E2:



151、 鉢E3:152、 有孔鉢A:153、 手焙形土器 :154と 小型鉢A:155が ある。

109は外面をハケで調整し、休部の一部に粗いヘラミガキを加える。体部上

半内面は明瞭な粘土接合痕が残り、頚部近 くにシボリロがある。日径12.Ocm。

110は 内外面にヘラミガキを加える。口縁端部は若千垂下する。口径13.8cm。

1■は受口状口縁を持つもので、休部外面にタタキが残る。口径13.8cm。

112は 口縁部拡張面に 4条の擬凹線が巡る。内外面はていねいなヘラミガキ

を加える。胎土に砂粒をやや含むが密である。口径13.2cmを 測る。

113は 口縁端面と肩部に 3～ 4個が 1組 となる竹管文を有する。口径17.4cm。

114は 口頚部上半を欠くが、直線的に開くものと思われる。休部上半内面に

シボリロが残る。胎土に砂粒を含むが密である。胴部最大径14.8cmを 測る。

115は 内外面の調整がハケとナデのみのやや雑な作 りのもので、日縁端部は

ゆるく内彎する。日縁部と体部外面に煤が付着する。口径9.Ocmを 測る。

116は休部下位に最大径を持つもので、体部外面と口縁端部内面にヘラミガ

キを加える。胎土に砂粒を含むが密で、焼成も良好である。口径■ .8cmを 測る。

117は短 く斜め上方に開く口縁部と球形に近い休部を持ち、形態は甕に近い。

口縁部外面に強いヨヨナデによる凹部が巡る。体吉Ь外面と口縁部内面はヘラミ

ガキである。体部外面に煤が付着する。日径14.4cm、 器高18.8cm、 容量2.62。

118は体部に 2本/cmの タタキを施す。口縁部の上半は屈曲する。口径

14.4cm。

119は休部外面を連続ラセンタタキで仕上げ、一部にたてハケを加える。タ

タキは口縁部中位に及ぶ。口径14.6cm、 器高22.6cm、 容量3.472を 測る。

120は 大型のもので、回径 16.8cm、 器高27.5cm、 容量5。 772を 測る。底部と

体部上半に傾きの異なるタタキを有するが、他はラセン状にタタキ上げる。日

縁部中位にタタキが認められる。体部内面は板小日によるナデを加える。

121の タタキは上半 。中位・下半で傾きが異なる。下半にはハケを加えタタ

キを消し、上半～中位にも粗いハケを加える。体音Ь内面は板小口によるナデ調

整である。口径15.2cm、 器高28.2cm、 容量5。 442を測る。

122の 口縁端部には 1条の不明瞭な凹線が巡る。休部外面下半にハケを加え

る。口縁部のタタキは中位に及ぶ。口径14.7cm、 器高25,6cm、 容量4.222。

123の 口縁端部には 1条の凹線が巡る①体部外面下半の右上がりのタタキの

下に右下がりのタタキが残る。上半の一部と内面にハケを施す。底部裏面に木

の葉圧痕がある。日径12.8cm、 器高12.lcm、 容量2.192を 浪1る。

124は 口縁部に片口を作る。休部外面は、 中位～下半にかけ板小口によるナ

デを加え、タタキを消す。休部内面下半に浅いヘラケズリを加える。胎土は在

地産と変化ない。口径15.8cm、 器高25,7cm、 容量3.832を 測る。
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125の体部外面のタタキは上半・中位・下半で方向が変わる。上半～中位に

かけ粗いハケを加える。口径13.8cm、 器高23.2cm、 容量3.072を 測る。

126の 日縁端部には板小口によるヨヨナデが加えられ、擬凹線状になる。体

部外面下半は板小日でナデ調整する。日径14.8cm、 器高19.6cm、 容量2.042。

127は 口径 13.Ocm、 器高18.2cm、 容量1.532の小型甕である。外面のタタキ

は上・中・下で傾きが異なる①体部外面の一部と内面にユビナデを施す。

128の タタキは日縁部中位に及ぶ。体部外面の一部にハケ、同内面には板小

口によるナデを加える。口径14.8cmを 測る。

129は 口径■ .6cm、 器高16.6cm、 容量1.272を 測る。口縁部中位にタタキが

残る。タタキは体部上半で傾きが変化する。内面全面に
ハケカ功日えられる。

130は底部を除く外面全面にハケが加えられる。タタキも他と異なりたて方

向に近い。日縁部のタタキは上半に及ぶ。胎土に赤色酸化粒を含まず、この′ミ

で在地ものと異なる。日径 15。 2cm、 器高26.lcm、 容量4.392を 測る。

131の 口縁部はやや雑で、端部が波打ち、外面に指頭圧痕が残る。タタキは

口縁部中位に及ぶ。口径12.8cm、 器高推定25cm、 容量3.892を 浪1る。

132は体部外面中位～下半にハケがかかる。口縁部中位にタタキが及ぶが、

ヨヨナデで大半は消える。口径14.2cm、 器高25.5cm、 容量4.192を 測る。

133は連続ラセンタタキを施す。口径13.Ocm、 器高20.2cm、 容量2.132。

134は 口径12.8cm、 器高18.4cm、 容量1.432を測る小型の甕である。

135は張 りの強い体部を持つもので、タタキをナデですり消す部分がある。

体部内面もハケ後ナデである。口径12.2cm、 器高15.3cm、 容量1.142を 測る。

136の 回縁部は、内面のヨコナデで浅い受口状となる。日径14.0側を浪1る。

137は 出土した甕の中で最大のもので、口径16.2cm、 器高33.6cm、 容量8.83

2を測る。口縁部は分厚く、端部はつまみ上げて終る。タタキは上半・中位
。

下半で傾きが異なり、一部にユビナデを加える。休部内面は板小口によるナデ

である。口縁部の一部と体部の外面に煤が付着する。

138は 口縁端部を上方につまみ上げ、外面に 1条の凹線を巡らす。休部内面

は板小日によるナデである。底部裏面に木の葉圧痕が残る。口径14.6cm、 器高

19.Ocm、 容量1.982を測る。

139は右下がりのタタキを施し、底部も薄い円板状を呈して他 と相違する。

体部内面下半の一部にヘラケズリが見られる。他の内面はナデで仕上げている。

胎土に赤色酸化粒を含まない。口径14.6cm、 器高21.5cm、 容量2.282を 測る。

140の胎土は、若千砂粒を含むが密のものである。口縁部外面にタタキが残

る。 口径14.8cmを 測る。

141は 口径12.2cmを 浪1る 小型の甕で、体部外面上半に、平行タタキの後、た
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て方向のタタキを加える。体部下半には、右下がりと左下がりのタタキが残る。

142は 口縁端面に 3条の擬凹線を巡らす。内面は板小口によるナデ調整であ

る。底部裏面は茉J離している。日径14.Ocm、 器高20.6cm、 容量2.272を測る。

143は脚部とlTh部を連続して成形し、後で四錐形の粘土を充損する。脚柱部

は中空で、内面にシボリロを残す。不口縁部外面は摩減のため指頭圧痕のみ明

瞭に残るが、 ミガキが加えられていたと思われる。口径24.6cm、 器高16.3cm。
144は粗雑な作 りのもので、内外面をハケのみで仕上げ、日縁端部も波打つ。

脚柱部は中実で、脚裾部に 3円孔を穿つ。口径11.2cm、 器高■ .2cmを 浪1る。

145は礫上例と比較し、やや胎土に砂粒が多くなるが、他の高lThと 比べれば、

精良である。日縁端部外面に浅い沈線が 1条巡る。口径15.2cmを 測る。

146・ 147は高lTA D lの脚部 と考えられる。いずれも脚裾端部上面に凹線が 1

条巡る。円孔数は 4である。脚柱部は中空で、内面にシボリロが残る。

148は小型鉢で回径 13.2cm、 器高6.9cmを 測る。外面はタタキ、内面はハケ。

149は体部外面にフ
ヘヽラミガキを加えるが、底部付近にタタキが残る。体部内

面にもハケの後、粗いヘラミガキを施している。口径18.2cm、 器高10.2cm。

150は胎土精良で、内外面をヘラミガキで仕上げる。口径18,8cmを 測る。

151は外面にナデ、内面にハケを加える浅い鉢である。口径21.Ocmを測る。

152は 口縁端部拡張面に不明瞭な擬凹線を巡らす。体部外面はハケとナデ、

同内面はナデの後粗いヘラミガキを加える。日径20.Ocmを 測る。

153は 口径15,Ocm、 器高9.2cmを 測る有孔鉢である。煤は付着しない。

154は覆部の残存が悪いが、ほぼ全形を知 り得る。鉢部は小さく薄い平底と、

張りのある体部、屈曲して立ち上がる口縁部を持ち、体部中位に刻目凸帯が巡

る。凸帯貼り付け前に、 1条の沈線を巡らしている。覆部は鉢口縁端部に接続

するタイプである。覆部外面はヘラミガキ、内面は不明である。体部は摩減激

しいが、外面上半にはハケが残る。同下半はナデ又はヘラミガキと思われる。

内面は不明である。鉢口径18.5cm、 器高推定19.5帥 を浪1る。

155は不安定な小平底と短 く屈曲する日縁部を持つ。外面はハケの後ナデ、

内面はナデ調整する。体部外面下半に媒が付着する。日径9.9cm、 器高9.8cm。

SD04 (第 53図～第55図 -156～ 180)

SD04出土土器には、広口壺 Bl:156・ 157、 広口壺 B2ヽ 二重口縁壺 Al、 長

頚壺 C i160、 細頚壺 :161、 主体部 :162、 短頚直口壼 :163、 甕A:164～ 166、

甕 Bl■ 67～ 171、 甕 B2:172～ 174、 甕 C、 甕Dl:175、 高JT・ B3‐ 176、 高不

C i 177、 鉢Al:178、 鉢 E2:179、 鉢 F:180と ミニチュア土器 :181がある。

この内、156・ 162・ 181は 濤上層から出土したものであり、図化 しなかった

器種については、小片の状態で確認したものである。
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156は 口縁端部を上 。下に拡張し、 3条のクシ描波状文を施文し、竹管文付

円形浮文を貼り付ける。円形浮文の間隔は不明である。口径 15。 8cmを測る。

157は強い張りを有する体部を持つもので、容量5.02を浪1る。頚・体部外面

をヘラミガキするが、体部上半に右上がりのタタキと右下がりのハケが残る。

口縁部内外面はヨヨナデ、体部内面はハケである。日径16.2cm、 器高28.4cm。

158は前者と同様の形態の壺休部である。外面はヘラミガキ、内面はナデで

仕上げ、底部内面にくもの巣状のハケが残る。体部最大径23.6cmを 測る。

159は作 りの雑な小型長頚壺である。外面はナデ後粗いヘラミガキを加える。

体部内面には指頭圧痕と、ユビによるナデが明瞭に残る。日径9.Ocm、 器高推

定11.2cmを 測る。

160は斜め上方にゆるやかに開く、退化した日頚部を持つものである。口頚

部外面は、ヨヨナデの後粗 くヘラミガキをする。口径7.8cmを 預1る。

161は 中ぶくらみの口頚部を持つ。外面をヘラミガキし、内面にナデを加え

る。胎土に砂粒を含むが密で焼成も良好である。日径7.2cmを 測る。

162の底部は九底で、休部外面はハケ、内面はヨヨナデと板小口によるナデ

を加える。休部上半の内面にユビナデ痕が残る。体部最大径12.9cmを 測る。

163は不安定な平底と、短い口頚部を有する壺である。休部外面はヘラミガ

キするが上半は粗 く右上がりのタタキが残る。体部内面は摩減のため詳細不明

だが、ナデを施すものと考えられる。口径12.8cm、 器高28cm、 容量5。 422。

164の タタキは連続ラ北ン状である。頚部外面にハケ、体部内面はハケの後

たてのナデを加える。日径14.4cm、 器高20.6cm、 容量2.282を 測る。

165は長い体部を持つもので、底部はあげ底となる。体部内面に粘土接合痕

が明瞭に残る。口径16.8cm、 器高推定28cm、 容量推定4.332を 測る。

166は 口縁端面に刻目を有するが、摩減のため原休不明である。刻目を持つ

甕は、本遺跡では極めて稀な存在である。胎土中に赤色酸化粒を含まない。日

径15.6cm、 器高27.Ocm、 容量4.552を 預1る。

167は分厚い円板状の底部を持つ。体部に連続ラセンタタキを施す。体部の

内面は板小日によるナデ、下半には小日痕が残る。日径15.Ocm、 器高23.9cm、

容量3.512を 測る。

168は体部中位～上半に右上がりの、下半に右下がりのタタキを施し、接′点

付近にはハケとナデが加えられる。内面は粗いハケ調整。底部内面と、休音Ь上

半にユビナデ痕が残る。日径13.2cm、 器高23.lcm、 容量2.632を 測る。

169は 口径14.8cm、 器高20.8cm、 容量2.22を 測る。体部外面はタタキの後ク

シに近い粗 く深いハケを加える。体部外面下半にモミ圧痕がある。

170は外面を連続ラセンタタキ、内面をナデで仕上げる。口縁部外面に粘土
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接合痕が残る。木の葉底。口径14.2cm、 器高18.6cm、 容量2.022を 測る。

171は休部内外面に粘土接合痕が残る。底部裏面に木の葉圧痕がある。日径

14.8cm、 器高15.lcm、 容量1.12を 測る小型品である。

172は休部下半でタタキの方向が異なる。タタキ変換点付近にナデを加え、

タタキを消す。口縁部のタタキは中位に及びそれ以上に粘土を継ぎ足す。木の

葉圧痕が底部裏面にある。口径16.8cm、 器高26.2側、容量4.53cm 2を浪1る。

173は前者と胎上、色調、成形、調整等においてよく似る。体部外面のタタ

キ方向の変換点にユビナデを加える。体部内面は板小日にるナデ、底部裏面に

木の葉圧痕残る。日径16.2cm、 器高23.8cm、 容量3.212を 測る。

174の 口縁部は強いヨヨナデのため受口状となる。体部外面の一部と内面に

ハケを加える。木の葉底。日径15,4cm、 器高23.2cm、 容量2.862を 測る。

175は 口径14.8cmを 測る受口状口縁の甕である。日縁部内面はヨヨナデ調整

する。その他は摩減のため詳細不明であるが、タタキはないと思われる(遊 40。

176は 日径21.Ocmを 測る。内面はヘラミガキ、口縁部外面はヨコナデする。

177は胎土に砂粒を多く含み、調整も雑である。脚部とlTh部の成形を連続的

に行い、写底部に我頭円錐形の粘土を充填する。日径16.2cm、 器高■ .7cm。

178は 口径11.6cm、 器高6.7cmを 測る。外面は板小口によるナデ、内面はナデ

を加え、内面下半には板小口痕が残る。底部裏面に本の葉圧痕が残る。

179は 口径2218cmを 測る。日縁部内外面をヨヨナデし、体部外面に粗いヘラ

ミガキを加える。同内面はハケの後、粗いヘラミガキを施している。

180は 口径29.Ocmを 測る大型鉢である。「く」の字状口縁と張りの強い休部を持

つ。外面は口縁部がヨヨナデ、体部が 2本/cmの タタキである。内面はヘラミ

ガキする。

181は蓋又は鉢形のミニチュア土器である。日径5.Ocm、 器高2.8cmを 測る。

(第56図 ～第60図 -182～ 243。 246・ 249)

SB oSC区の河道からは多量の上器類が出上したが、その大半は弥生時代後

期に属する。後期以外のものには、弥生時代前期の甕 :243、 同中期の壺 1182

～185、 同甕 :202、 同高不 :219や布留式併行期の壺 i197・ 198。 200、 同甕 :

218、 同小型九底オ :240がある。

弥生時代後期の上器には、広口壺A1186～ 189、 広口壺 Bl:191、 広口壺

D:192、 広口壺 E:193、 広日長頚壺 :194、 長頚壷 A:195、 短頚直口壺 :

196、 二重口縁壺Al:201、 二重回縁壺A2:199ヽ 甕A:205・ 206、 甕Bl:207、

甕 Dl:208。 209、 甕 D2:203・ 204・ 216、 甕 D3:210、 甕 E:211～ 213、 甕

F:214、 甕 G:217、 甕 H:215、 高不 A:220、 高不 B3:221。 222、 高不

E2:223、 高郭 F:224、 器台Al:227、 器台A2‐ 228・ 229、 鉢Al:230、 鉢 C
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:231、 鉢 D:232、 鉢 El:223～ 236、 鉢 G:237、 鉢 F:238、 旭ヽ型壺 :239と

土錘 :241・ 242がある。

182は河内地域の形態、文様を持つが、胎土に角閃石、雲母共に含まず、色

調も乳白色を呈する。内外面摩減し、調整不明である。口径19.Ocmを 測る。

183は 口縁端部にヘラによる亥1目 を持ち、頚部外面に 2条 +αの凹線を施文

する。頚部外面にたてハケが残る。口径12.2cmを 狽1る。

184は 口径14.8cm。 185は 口径12.2cmを 測り口縁端面に 1条の凹線が巡る。

186は生駒西麓産のもので、日縁端面に 4条の擬凹線と竹管文付円形浮文を

貼りつける。187と 共に器台の可能性もある。口径25,4cmを 測る。

187は 口縁端部拡張面に 2条の凹線と竹管文付円形浮文を付す。口径21.2cm。

188は 口径15.2cmを 淑1る もので、頚部外面と、口縁端面下端に 1条の沈線を

巡らす。口縁部内外面はヨヨナデ、頚部内外面はハケを加える。

189は 口径17.Ocmを 測る。内外面は摩減のため調整不明である。

190は 口縁端面に12条のクシ描波状文と竹管文付円形浮文を付する。内面に

も14条 +αのクシ描波状文を施文する。庄内期に下ると思われる。日径 13.2cm。

191の内外面は粗いヘラミガキが施される。口径14.Ocmを 測る。

192は 口縁端部を肥厚させ、外面に竹管文を巡らしている。口径11.9cm。

193は 口径16.4cmを 測るもので、壺棺 :55と 同形態と考えられる。

194は 口縁端部を上・下に肥厚し、 4条の擬凹線と4ヶ所に各 1個の竹管文

付円形浮文を付し、端面の上・下にヘラによる刻目を加える。口径13.2cm。

195は外面をハケのみで調整し、内面をヨコナデとナデで仕上げる。生駒西

麓産の胎土を持つ。日径14.4cmを 測る。

196の外面はヘ ラミガキするが、体部外面上半にタタキが残る。口径12.8cm。

197は内外面にヨヨナデを施すが、下半にハケが残る。口径11.2cmを 測る。

198は 口縁部内外面をヨコナデし、頚部外面はハケが残る。日径15.2cm。

199の 口縁部外面には 4条の凹線が巡る。内面上半にも浅い凹線が 2条施文

される。内面にはヘラミガキを加える。口径19。 4cmを測る(送
44)。

200は 山陰系の二重口縁壺で、体部外面はハケ、同内面は右まわりのヘラケ

ズリを加える。これ以外はヨヨナデする。淡責灰白色を呈する。外面に煤の付

着が見られる。布留式併行期と考えられる。口径9,8cmを 浪1る。

201は 口径34.6cmを 測る大型のもので、粘土接合部で崇J離 している。外面に

は 3段のクシ描波状文を施文する。上段はクシをコンパス様に用いて描 く波状

文 (櫛描波状文 H tt a)(こ
49、 中段は同巧の波状文 と直線文の組み合わせ。下

段は通常の波状文である。残部下端に竹管文付円形浮文を付す。口縁端面に 4

条の擬凹線を巡らす。内面はヘラミガキを施している。

- 82 ‐―
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202の 回縁端部は下方に若千肥厚する。口径13.2cmを 測る。

203は 口縁端部上 。下に拡張し、板小口状のものでヨヨナデする。体部外面

はタタキ、同内面は左まわりのヘラケズリである。日径■ .8cmを 測る。

204は 口縁端面に 3条の擬凹線を巡らす。体部にタタキが残る。口径16.4cm。

205の体部内外面はハケが残る。外面はタタキが見られない。日径17.Ocm。

206の 回縁端面には不明瞭な擬凹線がある。体部外面はタタキの後ハケ、内

面はハケで仕上げる。口径15,8cmを 測る。

207は休部外面に 4本/cmの タタキを施すが、外面には幅1.5cm前後の粘土紐

痕が残る。体部内面はハケを加える。日径12.8cmを 浪1る。

208は SK01出 土壺 :42と 似た日縁部を持つ。外面に煤付着。口径17.Ocm。

209は 口径12.6cmを 測る小型甕で、日縁端部を肥厚させ、 2条の凹線を施文

する。体部内面はケズリと思われるが、摩減して断定できない。

210は 口縁端部下面に粘土組を付加するものである。内外面の摩減が激しい

が頚部外面にハケが残る。体部内面は強いナデと思われる。口径20.2cmを 測る。

2■の体部外面は右上がりのタタキで下半に板小口による右下がりの圧痕が

残る。口縁部内外面はヨヨナデ、体部内面はナデ調整する。口径15.2cmを 測る。

212は 回縁部外面にタタキが残る。休部内面は右下がりのナデ。口径17.4cm。

213の体部外面はタタキの後上半部にハケを加える。同内面は左回りにヘラ

ケズリする。日縁部外面はヨコナデ、内面はハケである。口径13.2cmを 測る。

214は 口縁部内外面はヨヨナデし、体部外面をナデ、同内面に左回りのヘラ

ケズリを加える。複合口縁部を持つ所謂丹後系の甕である。口径 15。 4cmを測る。

215は 上半と下半が接合せず、図上で復元した。口縁端面に 3条の擬凹線を

巡らし、休部外面は底部裏面までハケを加える。体部内面は上半はユビナデ、

下半はヘラケズリする。胎土に長石、石英粒を含むが精良で、焼成も良好であ

る。結晶片岩の砂粒は肉眼では観察できない。口径 13.6cm、 器高20.8cmを 測

る(注 46)。

216は 日縁端部拡張面に 3条の擬凹線を持つ。休部外面はハケ、同内面はケ

ズリと思われるが摩減のため確定できない。口径21,Ocmを 測る。

217は 口縁端部を,主に上方に拡張し、外面に 5条の擬凹線を巡らす。肩部外

面にハケ原休による列′ミ文を施文する。体部内面はナデである。口径20.8cm。

218は布留式甕で、口縁端内面を若干肥厚させる。口径13.8cmを 測る。

219は 高lTh不部で内面はヘラミガキ、外面も同様と思われるが摩減により、

断定できない。外面に浅い凹線を2条施文する。口径25。 2cmを測る。

220は 口縁端部下面に断面三角形の粘土紐を付加し、外面に 3条の擬凹線を

巡らす。体部内面のヘラミガキ以外はハケのみである。日径20.2cmを 測る。
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221は 邪口縁部が大きく開く高不で、lTh体部と口縁部の境に 2条の沈線が巡

る。lTh部はヨコナデ後、暗文に近いヤ
ヘ＼ラミガキを加えるが体部外面に右 Lが り

のタタキが残る。脚柱部は中空だが器壁は厚 く、内面にシボリロが残る。脚裾

部の円孔は 4ヶ所不等間隔に穿たれる。日径24.2cm、 器高15,lcmを 測る。

222は 口径17.Ocmを 測る小型品で、内外面にヘラミガキを施している。

223は 高不としたが、鉢の可能性もある。内外面はヘラミガキ。口径22.6cm。

224は lTh休部外面に13条 +αのクシ描波状文を施文する。体部最大径10.8cm。

225は 太い中空の高lTh脚部で、下端部に不等間隔の円孔を 4ヶ所穿っている。

226は大きく開く脚裾部の先端が下方に屈曲するもので、脚裾部に推定 9ヶ

所の円孔を穿つ。内外面は摩減のため調整不明。径23.Ocmを 測る。

227は 内外面をヘラミガキする。回縁部は摩減のため調整不明。口径20.4cm。

228は 口縁端面にヘラ描三角文を施文し、内部を斜線で埋める。口径20.Ocm。

229は 口径25.6cmを 測る。口縁端面に 2条の凹線が巡る。

230は 小型鉢で、屈曲して立ち上がる口縁部を持つ。口縁部内面はヨコナデ、

体部内面はヘラミガキだが、外面は不明である。日径12.Ocm、 器高6.lcm。

231は 不安定な平底を持つ小型鉢で、外面に右上がりのタタキが残る。内面

はハケで仕上げる。底部裏面にモミ圧痕がある。口径13.2ch、 器高9。 lcm。

232は外面を右上がりのナデ、内面をハケで仕上げ、一部ヘラミガキを加え

る。日縁端面に 1条の沈線が巡る。口径18.8cmを 測る。

233は 口径26.2cmを 測り、口縁部外面以外はヘラミガキを加えている。

234は 口縁部外面をヨコナデし、内面全体にヘラミガキする。休部外面は草

の茎を束ねたようなものでナデ調整する。口径20.2cmを 測る。

235は 口縁部外面にタタキを残す。体部外面はユビナデである。日径23.Ocm。

236は器面の凹凸が激しく、ハケ調整もよく残る。口径 17.6cm、 器高9.6cm。

237は休部上半に 6条のクシ描直線文、クシ列′ミ文を施文し、休部中位にク

シ原体による刻目を持つ貼り付け凸帯を2条巡らす。内面はナデで、わずかに

ハケが残る。胎土に角閃石、雲母を含み、色調も暗茶灰色を呈す。手焙形土器

になることも考えられる。小片のため直径等は不確実である。

238は「く」の字状口縁で強く張る体部を持つ。休部外面は右上がりのタタキ

の後、上半をハケで消し、内面全体にヘラミガキを加える。口径33.4cmを 測る。

239は 口径9.Ocm、 器高9.4cmを 測る。球形の体部と不安定な小平底を持つ。

日縁端面にヘラによる刻目を持つ。外面はヘラミガキ、口縁部内面はハケ、体

部内面はナデで、底部内面に指頭圧痕が残る。

240は 日径が体部最大径を凌駕する形態を持つ。口縁部外面はヨヨナデの後、

粗いヘラミガキ、内面はヨヨナデの後、粗 く暗文を加える。体部外面はヘラケ
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ズリの後ナデ、内面はナデで仕上げる。

241・ 242は素焼の管状土錘である。241は径3.4cm、 長さ7.2cm、 重さ92g、

242は径3.2cm、 長さ7.Ocm、 重さ82.6gを 測る。時期は特定できないが。布留

式期を下ることは考えられない。

243は外面に 5条のヘラ描沈線が巡る。日縁端面に亥1目 を持ち、頚部外面に

指頭圧痕が残る。調整は摩減のため詳細不明である。

246は二重口縁壷で、内面全体と外面上半部をクシ描波状文で飾る。

249は生駒西麓産の庄内甕である。外面は 6本/cmタ タキ、内面は右方向の

ヘラケズリを加える。頚部外面はヨヨナデする。

第 3節 古墳時代後期

当期の遺物は量的に少なく、N地区の上坑、包含層やS地区の自然流路中で

出上したに過ぎない。

SK10 (第61図 -5。 6)

SK10か らは弥生土器の小片と共に、須恵器邪蓋の小片 :5が出上した。胎

土・焼成共に良好で、淡灰白色を呈す。

6は埋土中位から出上した鉄製刀子である。全長9.6cm、 刃部最大幅1.2cmを

測る。目釘孔、木質部等は確認できない。

N地区包含層  (第 61図 -1・ 2)

1・ 2は N地区第 1遺構面上に堆積した暗灰色砂質土から出土した。 1は 、

口径11.8cm、 器高3.6cmを 測る。天丼部外面はヘラ切 り。内面にはナデを加え

る。 2は 日径 10。 4cm、 器高3.5cmを 測る。底部外面はヘラ切 り。内面にナデを

加える。焼成は 1は良好だが 2は あまい。色調は両者共淡灰白色を呈する。

十

一口

Ｖ



S地区河道内  (第 61図 -3・ 4)

SA区のSK02北側には、褐色粗砂が堆積する極めて小 さな流路があった。

3・ 4は堆積土中から出土 した。 3は 立ち上が りは高いが口縁端部に面を作 ら

ず、九くおさめている。日径10.8cmを 測る。 4は高lTh脚部で端部径12.6cmを 測

る。約50%残存するが、スカシ孔は見られない。

第 4節 平安時代

ST02 (第 62図 -1～ 9)

ST02出 土遺物は、木棺埋納後に供献されたもの il・ 2・ 5と 木棺埋納の

途中で収められたもの i3・ 4。 6～ 9に分類される。

1・ 2はほぼ同形同大の須恵器坑である。底部と体部の境にわずかに段を作

る。底部裏面に回転糸切 り痕を有す。ロクロ回転方向はいずれも右まわりであ

る。口縁端部外面は淡黒灰色～黒灰色を呈す。胎土に砂粒を多く含み、焼成も

ややあまい。 1は 口径16.2cm、 器高5.2cm、 2は 日径15.4cm、 器高4.9cm。

3は 土師器大皿で、日径 14.8cm、 器高2.6cmを 測る。口縁部外面に上・下 2

段のヨヨナデを加える。口縁端部は九くおさめる。

4・ 5は土師器小皿である。 4は 3同様、口縁部外面に 2段のヨコナデを加

える。体部内面はヨヨナデ、外面はナデる。口径9,6cm、 器高1.6cmを 浪Iる。 5

は口縁部外面と内面全体にヨヨナデを加えるが、他は摩減により詳細不明であ

る。口縁端部は 4・ 5共に丸 くおさめる。日径9.6cm、 器高1.6cmを 測る。

土師器小皿は計10枚であったが、ほぼ同形同大で、調整も特に変化はない。

6は鉄刀である①茎中央部に欠損箇所がある。推定全長28.5cm、 刃部最大幅

2.8cmを 測る。刃部及び茎部の一部に木質部が残存する。目釘孔は lヶ 所で、

目釘残片がある。

7は鉄鎌で、全長20.2cmを浪1る。刃部に木質部と布が付着すると布は経糸24

本/cm、 緯糸20本/cmである。柄込部の末端は着柄のために直角に折 り曲げら

れている。折り曲げ部分付近に幅 l cm前後の木質部が残るが、柄は本来 3 cm前

後の幅を有するものと思われる。

8は鉄斧頭で、袋部端の一部を欠いている。現長8.4cm、 刃著る幅6.8cmを 測り、

刃部端はゆるやかに彎曲する平面形を持つ。               |
9は鉄錐と考えられるもので、下半に木質部が残る。断面は一辺 5～ 6 mmの

方形を呈すものである。先端は欠失している。

以上の時期は、東播系の須恵器婉及び土師器から12世紀前半 と考えられ

る(注 48)。
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第 5節 鎌倉～室町時代

SE02 (第63図 -1～ 9、 第64図 -63)

SE03か らは須恵器片、土師器小皿、瓦器婉などが出土したが、いずれも小

片である。

須恵器婉 11ま 口縁部片で、外面に比較的強いナデが施される。口径15.2cmを

測る。 2は 内彎気味の休部を持ち、口縁部外面にやや強いナデが加えられる。

日径15.Ocmを 測る① 3・ 4は須恵器底部である。底部から屈曲して体部へ続 く。

底径はそれぞれ5.4cm、 5。 8cmである。

土師器小皿 5は、口径6.4cm、 器高1.2cmを 測る。厚い底部から短 く口縁部が

内鸞気味に取り付 く。内外面共、ナデで仕上げている。 6はやや内彎する国縁

部分である。日径は10.2cmを 測る。 7は厚い底部から届折して立ち上がる倅部

を持つ。底径8.Ocmで ある。

8。 9は瓦器筑である。 8は、日縁菩Ь外面に強いナデによる凹音卜が巡る。ヘ

ラミガキは内外面とも明瞭でなく、粗略化が著しい。日径は15,6cmを 測る。 9

は休部下半が残存するが、高台は完全に争J離していた。断面三角形を呈するも

のと思われる。外面のヘラミガキは器面の凸部に限られ、最終段階に近い。内

面はやや粗いがヘラミガキがみられ、見込み部は格子目状に施している。SC

区出土瓦器の中では比較的丁寧な作りをしている。

63は水溜に転用された曲物である。直径約45cm、 高さ約27cmを 測る。取り上

げ後に崩壊してしまったが、周囲にまわしを3段用い、側板とまわしの間にヘ

ぎ板を4枚当て固定している。側板内面に縦方向のケビキ線を施す。下端部に

は木釘穴が残る。尚、SE01の水溜用曲物はこれと同構造で大きさも大差ない

ものである。

SE03 (第63図 -10)

須恵器坑と同甕が出上している。須恵器婉10は 内鸞気味の回縁部を持つもの

で、日径16.4cmを 浪1る。甕は休菩Ьの珂ヽ片で図化に至らなかった。

SE04 (第 63図 -11～ 45、 第64図 -46～ 49・ 64)

SC区の遺構中、遺物が最も多く出土している。井戸廃棄時に投棄されたも

のと思われる。須恵器ナ宛、土師器皿・蝸、瓦器坑、木簡などがある。この内、

須恵器ナ俎 2、 瓦器ナ勉 5と 呪符木簡49が第11層 (第 29図)か ら出上した

須恵器ナ宛11は 口径15.lcmを 測る。口縁部は直線的に開き、端部は肥厚する。

12は 口径14.7cmを 測る。前者と同様、直線的に開くもので、端部が肥厚する。

13は、日縁部外面やや下がった部位にやや強いナデが施される。日径15.2cmを
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測るЬ14は内鸞気味の口縁部で、口径15.6cmを 測る。 15。 16は須恵器ナ宛底部で、

底径はそれぞれ5。 4cmと 5.8cmを 測る。

上師器小皿17は 平底から内彎しながら口縁部につづ く。口径 8.5cm、 器高

1,4cmを 測る。18は上げ底気味の底部から内彎する口縁部がつ く。口径8.3cm、

器高1.2cmを 浪1る。19は底部から内彎しつつ短 く立ち上がる口縁部をもち、口

径8.2cm、 器高1.lcmを 測る。20は、底部からやや器壁が厚 くなる口縁部を有す。

口縁端部に面を持つ。日径7.6cm、 器高1.2cmを 測る。21は上げ底の底部から口

縁部が内彎しながらつづ く。口径8.Ocm、 器高1.3cmを 測る。22は直線気味に開

く口縁菩Ьである。口径は8.Ocmを 測る。23は 日縁部が底部から浅 く直線的に開

く。口縁部内面はごく弱い段を持つ。口径は8.4cmで ある。24は浅 く内彎気味

に開く口縁部である。口径9.2cm、 器高1.3cmを 測る。25は内彎気味の短い口縁

部で、口径10.6cmを 浪1る。26の 口縁端部内面には、ナデによる弱い段がみられ

ると口径10.2cmを 測る。27は直線的に開く口縁部で、やや深い器形を呈する。

日径は9.6cmで ある。28は 内彎気味に開く口縁部で、端部はナデにより若千外

反する。日径9.2cmを 測る。29は下半部に屈曲がみられる。口径■ .Ocmを 測る。

30は、一度屈曲して外方に伸びる口縁部で、端部はやや丸みを帯びる。外面下

半は指頭圧で整形され、上半はナデにより仕上げられている。日径12.4cmを 狽1

る。31は直線的に開く口縁部で、端部はやや尖 り気味である。口径12.2cmを 測

る。46は土師器禍である。屈曲して立ち上がる口縁部の外面は、強いナデによ

り整形され、内面はハケで調整される。口径は29.8cmで ある。47は土師器鍋で

ある。偏平な球形の体部を持ち、 くの字状に強く外反する口縁部を有する。口

縁部外面はナデにより仕上げ、体部は指頭圧の後、下半についてはハケにより

調整されている。内面は、外面と同一原休により横方向のハケで調整している。

外面には煤化痕が著しい。 日径は19,4cmを 測る。

瓦器ナ宛32は直線的に開く口縁部を持つ。内面のヘラミガキは殆んど認められ

なしヽと口径■ .8cmを 測る。33はナデによりやや外彎する口縁部である。小片の

ためヘラミガキの有無は不萌である。日径■ .4cmを 測る。34は直線的に開く口

縁部で、内面には粗略化が進んだヘラミガキを施す。日径13.6cmを 測る。35も

直線的に開く口縁部で、外面上端はナデにより、下半は指頭圧により整形して

いる。内面は幅2.5mmのヘラミガキが施されている。口径は13.8cmを 浪1る。36

は口縁部が浅 く広がり、外面上端は強いナデが施される。内面には幅 2 mmのヘ

ラミガキがわずかにみられる。甲径は13.6cmである。37は直線的に浅 く開く口

縁部で(器壁は比較的薄い。ヘラミガキの幅は1.7～ 4 mmで、日径は14.3cmを

測る。38は 内彎気味の口縁部を持ち、外面上半はナデ、下半は指頭圧により仕

上げられている。内面にヘラミガキはみられなかった。日径13.5cmを 測る。39



は口縁部片である。外面は強いナデにより外反する形状をなす。ヘラミガキは

非常に粗 く、 2条 しか観察できなかった。40は内彎気味に開く口縁部を持つ。

外面は上半はナデ、下半は指頭圧により調整されている。内面のヘラミガキは

幅2.5～ 3 mmであり、 4条観察できた。口径12.8cmを 測る。41は 口径12.Ocmと

小さく、高台が付かないタイプの婉と思われる。外面は上半がナデ、下半には

指頭圧痕がみられ、内面のヘラミガキは大く粗い。42は内彎気味に開き、内面

には幅 1～ 1.5mmの ヘラミガキが圏線状に施される。日径は13.6cmを 測る。43

は直線的に浅 く広がる口縁部で、端部は肥厚する。外面は指頭圧痕を明瞭に残

し、口縁部はナデにより整形する。外面にヘラミガキはなく、炭素の吸着は悪

い。口径12.6cmを 測る。44は内彎する口縁部を持つ。底部には形骸化した高台

がわずかに認められる。内面の一部にヘラミガキが認められる。日径■ .8cm、

器高2.9cmを 測る。45の外面下半は指頭圧が残 り、上半はナデ、特に日縁部は

強いナデにより整形されている。断面三角形を呈する高台は、粘土組を両側か

ら撫で押したようなつくりで、底部の方が若千突出するため高台としての機能

| は果たさない。外面のヘラミガキはなく(内面のそれは見込み部から側面にか

けて見られる。また、日縁部内面の一部に炭素未吸着がある。口径12.9cm、 器

高3.5cmを 測る。48は瓦器羽釜である。口縁部の外側面に 2条の幅広の凹線を

施し、丁寧なナデ調整を加える。口縁端部には面を持つ。鍔は狭 く、体部以下

は薄 く仕上げている。内面はハケ調整する。口径20.8cm、 鍔部最大径26.5cmを

測る。

49は呪符木簡である。現存長約23cm、 幅約 3 cm、 厚さ 2 mmを 測り、上端の両

側に切 り込みを入れる。墨書は表裏両面にみられる。表面の墨書は上半部のみ

残存し、「咄吠旺謡 >□ <目 □ 匠三 」と判読できた。裏面のものは残存状

態が悪く、判読できなかった。

(第64図 -50)

SK14か らは須恵器、土師器、瓦器が出土しているが、いずれも小破片であ

る。50は土師器足釜の脚部で、先端部が欠損している。直径約2.4cmを 測る。

SK15 (第 64図 -51・ 52)

51・ 52共に土師器/Jヽ」■である。51は 口径11.3cmを 測り、 日縁部は強いナデイこ

よりやや外反する。52は直線的に開く口縁部で、端部はやや尖り気味である。

日径10.8cmを 測る。両者とも器高は2.5～ 3.Ocmと 推定される。

SX03 _(第 64図 -53～ 55)

須恵器、土師器、瓦器婉、陶器、瓦、銭貨などが出上している。53は土師器

小皿で、口縁部は底部から外反しながら取 り付 く。口径 10,7cm、 器高2.4cmを

測る。54も 土師器小皿である。底部からゆるく外方にのびる口縁部を持つ。口

SK14
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径■ .2cm、 器高2.lcmを 測る。

55は上層 (第 2層、第29図 )か ら出上した銅銭「至和元宝」 (初鋳1055年 )

である。その他の遺物については河ヽ片のため、図化し得なかった。

SX04 (第64図 -56～ 59)

56は須恵器鉢である。直線的に開く口縁部と直立する日縁端部を持つ。日縁

端部外面は肥厚する。日径25.7cmを 測る。57は須恵器甕である。日縁部は外反

して端部に面を持つ。端部は上方につまみ上げて終る。口径28.5cmを 測る。

58は土師器塙である。外面は左上がりのタタキで、日縁端部内面は強いナデ

により断面三角形状に隆起する。日径24.2cmを 測る。59も 土師器鍋である。休

部から屈曲して頚部につづき、日縁端部は外方に張り出す。外面は左上がりの

タタキ、頚部は強いナデにより仕上げられている。日径14.4cmを 測る。

第 6節 江戸時代

SE05 (第 64図 -60～ 62)

SE05か らは須恵器婉・鉢、土師器皿、陶磁器などが出上 しているが、量は

多くない。その他、漆器椀 も出土している。

60の須恵器鉢は、日径21.8cmを 測る。直線的に開 く口縁部で、端部外面に若

干肥厚がみられる。

土師器小皿61は、浅 く外方に開 く口縁部を持ち、体部外面は強い指頭圧痕が

ある。胎土は極めて精良である。

62は加工円盤で、陶器休部片の周縁を打ち欠いて円形に整形 したものである。

直径約 5 cmを 測る。
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第V章 遺物の考祭

第 1節 縄文時代晩期凸帯文土器について

第Ⅳ章第 1節で、今回出土した縄文時代晩期後半の土器には、滋賀里Ⅳ式に

属すものと、それ以外のものとに大別できると既述した。以下、後者の土器に

ついて若千補記し、時期等に触れておきたい(滋
49。

出土した土器片の中で、口縁部片は図化したものを含め計35個体あるが、こ

れを口縁部凸帯の位置と形状のタイプ別に集計すると表 3と なる。

口縁部凸帯  これを見ると、口縁端部から下がっ

て凸帯を貼り付けるA類が主体となっ

ており、 B・ C類は少数派に属すこと

が確認できる。ただ、A類 としたもの

の中には、神戸市宇治川南遺跡(注
5①ゃ

姫路市丁・柳ヶ瀬(注
51)、 今宿丁田両遺

跡(注 5かで注意されている極めて低い凸

帯を貼り付け、月ヽさな刻目を施すもの

|  (第 31図 -16。 18)が計 3個体含まれ
ている。しかしこれを他と時期の異な

るものとして除外しても、A類が総イ固

体数に占める
'ヒ

率は84.4%と なり、大

勢に影響はない。

肩部凸帯

分   類 個体数。(比率・%) 個体数 '(比率 %)

I

A H
III

IV

15

9

2

(50)

(30)

(67)

(133)4 1呻
I

B H
l■

IV

0  (0)

0    (0)

0     (0)

3    (100)

3(86)

I

C ・
III

IV

1  (50)

1    (50)

0    (0)

0    (0)

12(57)

|

表 3 縄文土器口縁部集計表

凸帯の形状では、 I類が45.7%、 Ⅱ類が28.6%、

Ⅲ類が5,7%、 Ⅳ類が20.0%と なり三角形・蒲鉾形

タイプが主体で、下さがり三角形も約 1/3を 占めている。

次に肩部凸帯を形状によって集計すると表 4と な

る。個体数が少なく、数値にどれ程の意味があるか

疑問も残るが、ある程度の傾向を示すものとすれば、

断面が三角形のものと、蒲鉾形のもので91.7%を 占

分 類 個体数 ,(比率・%)

I

II

III

IV

6 (50)

0  (0)

1 (83)

5 (417)

表 4縄文土器肩部集計表

めており、下さがり三角形は皆無であることを指摘できる。

胎土     胎土に角閃石、雲母を含み、暗茶褐色系の色調を有する河内系の土器片も、

若千搬入されている。口縁部片ではAI類に 2個体、CH類に 1個体あり、肩

部片では、 I・ Ⅲ・Ⅳ類に各 1個体ある。口縁部片と肩部片の総和は47イ固体で、

これに占める河内系土器片の比率は12.8%と なる。



時期

口縁部凸帯

河内系上器

船橋式期

当遺跡 と地理的にも近 く、出土土器の統計処理がなされている伊丹市口酒井

遺跡(注 50と 比較を行い、今回出上した土器の所属時期の検討を行いたい。

報告者の浅岡俊夫氏は、口酒井遺跡の凸帯文土器を、第 1段階 =滋賀里Ⅳ式、

第 2段階 =滋賀里Ⅳ式から船椅式への過渡期、第 3段階=船橋式に分類された。

まず回縁部凸帯の位置では、口縁端部に接して付 くもの (当遺跡分類のB・

C類)は、第 1段階で皆無であったのが、第 2段階で増加し初め、第 3段階で

は 5割 を越えるとされている。当遺跡のB・ Cは 14.3%を 占め、日酒井遺跡で

第 2段階とされる第 6次調査第 2ト レンチ、凸帯文 H層の14.0%に最も近い。

凸帯の形状では、口酒井第 1・ 2段階での下三角形、上三角形の比率は 1割

に満たず、第 3段階で 2割 を越す。本遺跡では上三角形を確認できないが、下

三角形で28.6%を 占め、口酒井第 3段階に近い。これは、浅岡氏が、家根祥多氏が

提示した資料(注 50か ら割 り出した大阪府船椅遺跡での下三角形・上三角形凸帯

の占める比率22.2%に 近 く、大阪府長原遺跡での比率45,6%を 大きく下まわる。

河内系の胎土を持つ土器の割合は、回酒井第 1段階で 1割程度、第 2段階後

半で 2割、第 3段階では 3割に達するとされ、時期的に新しくなるに従い、比

率の増加が見られるとされた。

口酒井遺跡の第11次調査の晩期土器を報告された南博史氏(と
50も 、西群土器

から東群土器へ時期的に移行する上で胎土B(所謂河内系の胎土)が増加し、

さらに界市鈴の宮(注 50、 同船尾西は
5り、天理市前裁(注「D81の各遺跡等、長原的な深

鉢を出土する遺跡でも、35～60%前後の胎土B土器片を含むことを才旨摘し、時

期が下るにつれ胎土 Bも 増加するとされたに59。

これらと本遺跡での状況を比較すると、口酒井遺跡第 6次調査の第 2段階後

半、第 2ト レンチ凸帯文 I層 の13.3%に 近 く、南氏が浅鉢で設定した第 3段

階(注 6の (長原・鈴の宮・船尾西・前裁遺跡が相当する)と は大きな隔りがある。

以上から考えて当遺跡出上の晩期凸帯文土器は、船椅式期とすることが、現

時点では最も妥当と思われる。ただ家根氏が長原遺跡の報害
湛61)で↓旨摘された、

船橋式に比較的多い、屈曲する肩部に b型突帯 (下三角形)を付するものは、

確認することができなかった。これが本遺跡出土′ミ数の少なさに起因するのか、

あるいは地域差を反映するものかは断定できず、将来の課題としておきたい。

第 2節 弥生時代後期の上器編年

畿内及びその周辺地域の後期の上器編年については、今までに研究成果の蓄

積がなされているが、本遺跡が所在する六甲山南麓地域では、森岡秀人氏が研

究の口火を切って以来(芝 6劾、良好な一括資料の不足と未発表が種格 となり、編



年作業が遅れているのが現状と言える。

今回検出した土器群も「良好な」という′ミで問題を残すが、当地域の後期中

葉～後葉の様相を一瞥し得る資料と考えられるため、以下若子の説明を加え、

将来の編年作業の備えとしたい。

検討資料   後期の上器を出土する遺構には、竪穴住居址、土坑、溝とS地区土器群等が

あるが遺構相互に切 り合い関係が少なく、かつ切 り合う遺構内の出土量が極め

て少ない。従ってここではSB区礫上出土土器 (第 44図 ～第47図 -71～ 108)、

同シル ト層出土土器 (第48図 ～第52-109～ 155)と SAttSD04出 土土器 (第 53

図～第55図 -156～ 181)を 資料として取り上げる。

3者の関係  これらの上器群の相互の関係は、第Ⅲ章第 2節で既述したが、SB区の河道
中の礫層直上に土器群の形成が始まり、続いて礫上にシル ト層が堆積すると共

に同層中にも土器群の投棄が行われた。SD04は、このシル ト層上面に切 り込

まれたもので、以上から礫上出土土器→シル ト層出土土器→SD04出土土器の

変遷を知る事ができる。    '
ただ前 2者に関しては、出土状態から見て、両者間に明確な時間の断絶はな

いものと思われるが、ここでは仮に両者を分離し、比較・検討の対象とする。

まず、 3者間の型式・器種等の変化の有無を確認しておきたい。

礫上とシル ト 礫上出土の高不にはBが計10個体あるが、全てlTh体部と口縁部とが成す角度
層     が130度～140度 を測るBlに 分類される。一方、シル ト層の高不 Bは 1個体の

みだが、この角度が150度を示すB2でヽ明らかに後出的型式に属している。さ

らに前者の脚裾部がほぼ直線的に斜め下方に開くのに対し、後者では脚柱部か

ら屈曲して大きく拡がる。これは、別型式の高不Dで も見られる変化である。

鉢では礫上のElが口縁端部に面を持つのに対し、シル ト層では、九 くおさ

めるのみになっている。手焙形土器は、 1個体だがシル ト層から出土した。

甕については 3者一括して後述する。

シル

SD04

卜層と  SD04出 上の高lT・ Bも 1個体のみであるが、lTh体部と口縁部とが成す角度は、
シル ト層例よりもさらに大きく、160度以上となってB3に 分類できる。

シル ト層の細頚壺 (■4)は上端部を欠くが、ほぼ直線的に上方に開くもの

と推定できる。一方、SD04では内彎気味の細頚壺が出土している。

菱の変化   甕は、庄内期以降にも所言胃「伝統的V様式」甕が根強く残存する当地域では、
極めて型式変化を捕え難い器種の 1つ と言える。ここでも礫上出土の甕と、シ

ル ト層のそれとの差異を指摘するのは困難である。が、この両者とSD04出土

甕とを比較すると、幾つかの相違′ミが明らかとなる。

口縁部    口縁部のタイプ別集計表 (表 5)を 見ると、礫上・シル ト層に多いAと 、
SD04で主流となるB～ Dと が全体に占める比率は、礫上では51.9%対 43.5%、



口径

シル ト層では48,1%対

56.5%で概ね半々とな

るのに対 し、SD04で

は、23.1%対 76.9%と

な り、前 2者 とSD04

との間に明確な一線を

設けることができる。

また、口径の最大・

最小間の数値を求める

と、 肥果」三
ψ
Oは 7.8cm、

シル ト層では7.Ocmを

測 るのに対 し、SD04

では 5 cmと なっており

底 部

表 5 甕の型式別集計表

表 6 甕の容量別集計表
甕の口径差の縮少化傾向が前 2者 と比べ顕著 となっ

ている。 これを容量で調べ ると (表 6)、 礫上 。シ

ル ト層では、 22以 下の小型、 52以 上の大型共に

存在す るのに対 し、SD04では大型が消え、90%が

2～ 52を 測 る中型に含まれることが知 られ、SD

04段階での口径差の縮小化 =甕の中型化を確認する

ことができる(注 60。

次に底部 を型式分類すると (第 65図 )、 A…突出

しない平底で、底部から直線的に休部につながるも

の、 B…突出気味で、体部下半にわずかなふ くらみ

礫   上 ンルト層 SD04

分  類 個休数。(比率・%) 個体数 。(比率・%) 個体数 (比率・%)

A 27 (435) (231)

BI

B2

C

Dょ

D2

9

0

3

1

0

1)

25

1

4 '35(53 2)

3

2

6

3

0

1

0

10(769)

礫   上 シルト層 SD04

分  類 個体数 ,(比率・%) 個体数 。(比率 %) 個体数・(比率 %)

卜 型 2 (222) 5   (25) 1 (91)

中  型 6 (667) 10 (900)

大  型 ! (11 1) 3 0 (0)

A

B

C

D

E

第65図 甕形土器底部型式分類図

礫   上 ンルト層 SDOJ

分  類 個体数・(比率 %) 個体数 。(比率 %) 個体数 (比率 %)

A

B

8

16(762)

8 み125(781) 18(333)

C 5  (238) 4

D 0 (0) 2   (63) 1  (4か

E 0 (0) 1 1) 3 (125)

計

表 7 甕の底部型式別集計表
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編年

礫上出土土器 礫上出上高不とほぼ
同様のITh口 縁部外傾角

度を持つものは、東大

阪 市 東 山町 1265番

SB区土器辞 SB区土器辞 SD04

(礫 上) (シ ルト層Ⅲ

型 式 個体数・(比率 %) 個体数 (比率 %) 個体数。(比率 %〕

一霊

広口Bl

B2

CI

D

F

二重口縁Al

長頚C

細頚

短頚

短頚直口

0(0】

0(0)

0(0)

0(0)

0(0)

0(0)

0(01

0(0)

1(100Ⅲ

O(0)

1(11ユⅢ

2(222)

0(0)

2(22 2Ⅲ

l(111)

0(0)

0(◆ )

1(111)

1(111)

1(111)

11(108)

2(40｀

0(0｀

0(0｀

0(0｀

0(0'

0(0】

1(20)

1(20)

0(0)

1(20)

5(217)

甕

A

Bl

B2

C

Dl

D?

14(519)

9(33 3)

0(0)

3(111)

1(37)

0(0)

27(551)

27(435)

25(40 3)

1(16〕

4t65〕

3(48'

2(32)

n

3(231

6(46 2

3(23 1

0(0〕

1(77)

0(0)

13(565)

高

杯

B

B

B

C

D

D

10(769)

0(0)

0(0)

0(0)

3(23 1)

0(0)

13(265)

0(0)

1(20)

0(0)

0(0)

3(60)

1(20)

5(60)

0(0)

0(0)

1(50)

1(50)

0(0)

0(0)

2(87)

鉢

Al

D

El

E2

E3

F

2(333)

0(0)

3(50)

0(0)

1(167)

0(0)

6(122)

1(143)

2(28 6)

2(28 6)

1(143)

1(143)

0(0)

7(84)

0(0)

0(0)

0(0)

1(50)

0(0)

1(50)

有

了し

鉢

Ａ

　

　

　

Ｂ

0(0)

1(100)

1(20)

1(100)

0(0)

1(12)

0(0)

0(0)

そ

の

他

手倍形土器

小型鉢A

ミニチュア

0(0)

0(0)

1(100)

1(20)

1(50)

1(50)

0(0)

2(24)

0(0)

0(0)

1(100

1(43)

総個休数

を持つもの、C…突出した分厚い底部、D一分厚い円板状のもの、E…突出は

しないが、体部下半に強い張りを持つものの 5タ イプになる。

この内、礫上・シル

ト層に一般的なA・ B

類 と、SD04で 顕者な

C類 とが、全体に占め

る 比 率 は、 礫 上 が

76.2%対 23.8%、 シル

ト層が78.1%対12.5%

そして、SD04が 33.3%

対 50.0%と な り、SD

04段階でのC類増加は

明らかである (表 7)。

さらに全底部数に占

める木の葉底の比率を

算 出 す る と、 礫 上

9.5%、 シル ト層6.3%

に対 し、SD04は 25%

となる。これも当遺跡

での変化の 1つ として

あげておこう(注 64比

以上、礫上、シル ト層、

SD04出土土器相互間に、

型式、器種の差異を認

めることができた (表

8)。 次に各土器群が

第V様式のどの段階に

相当するかを、他地域

の土器と比較し検討を

加えたい。

表8 SB区土器群・SD04出土土器構成表



シル ト層

出上上器

SD04出 上

土器

地(注 60、 同西ノ辻遺跡 I・ D両地点(滋 60、同鬼塚遺跡D地点帷6り、八尾市亀井遺跡SD

14、 同SXO]と 60、 大阪市城山遺跡 (その 2)SB1001は
69、 同長原遺跡SB01に 70、

奈良県唐古・鍵遺跡 (第20次)SK10ポ注71)、 同四分遺跡SD666中層等
住7うがぁげ

られる。これらは全て後期初頭～前半に編年されるもので、礫上出土土器も同

様に、後期前半と考えて大過ないものと考えられる。ただ礫上出上高lThの 口縁

部が外反し、かつ口縁端部に面を作らないこと、脚柱部の上半が中実に極めて

近い形態であることは、これが前半でも新しい段階に属すことを証するものと

考えられる。

また第45図 -89の甕が、紀伊V-2様 式とされる和歌山県船岡山遺跡SB10

上層は70に類例が求められることは、この上器群の想定時期と矛盾しない。

シル ト層出土土器中には、こに尼崎市田能遺跡、 6Y地 区濤 2住70な どに類

例が求められる広口壺 B2(111)が あり、高槻市安満遺跡周濤墓A5-2土 器

群(芝 70、 東大阪市鬼塚E地′ミは70、 奈良県唐古・鍵遺跡45号竪穴下層は
7のなど、

後半期以降に類例が増加する広口壺D(113)が含まれる一方で、前半期に盛

行期がある長頚壺が欠ける点から見て、後期でも後半にこれを属させるのが妥

当と言える。

また口縁端部をつまみ上げる鉢 E2やヽ拡張するE3はヽ尼崎市田能遺跡IV期、

東大阪市上六万寺遺跡やは
夕働、高槻市安満遺跡周濤墓A5-2土 器群にあり、さ

らに手焙形土器が既に出現していることも上の考えを支持する資料となろう。

当土器群には装飾壺 (156)、 小型壺 (162)や、大阪市加美遺跡 (KM85-

6)SE01は 791ゃ、八尾市美園遺跡CSK301、 CSK30]と80な どに類例がある、 く

の字状 口縁部に張 りの強い体部を有する大型鉢 (180)、 豊中市服部遺跡SK

01は 8うに出土例がある中ぶくらみの頚部を持つ細頚壺 (161)を 含み、庄内期

に下がるものとも考えられる。しかし (156)や (162)イよ濤上層で出上したも

のであり、また庄内期に一般的な波状文、円形浮文で加飾する二重口縁壺、N

地区包含層、SB区 旧河道内で確認できる生駒西麓産の庄内甕、そしてこの影

響下に出現したと思われる甕Eが、刻ヽ片の状態でも見られないことや、高lTh

(176)に 口縁部の発達が顕著でないことなどは、SD04出土土器を庄内期のも

のとすることに否定的材料となっている。

さらに、大型鉢 F(180)も 奈良県東安堵遺跡落ち込み遺構内は8うで、庄内

甕を含まない土器群と共伴する事実がある。

これよりSD04出土土器は庄内期に近い後期後半に位置づけることが、現状

では最も妥当であろう。

以上、当地の第V様式を前・後の 2期に大別し、さらに各々を2分割して、

古い段階から I～Ⅳ期と仮称すると、SB区礫上出土土器はH期、シル ト層出



土土器はШ期、SD04出 土土器はlV期 とすることができる。ただし、■期とし

た礫上土器群中のPo-13は遺構の章でも述べた様に、出土状態はⅢ期のものと

俊別し難い。従ってPo-13に含まれる綾杉文タタキの甕も、Ⅲ期に下る可能

性は十分にある。

各遺構の時期 今回検出した弥生時代後期の遺構には、竪穴住居址、掘立柱建物址、壺構墓、

濤、土坑等があるが、その大半は上記分類のⅣ期を中心とする時期と考えてい

る。この内、銅鏃出上のSD02は庄内期に下るものであり、柱穴内から波状文

で飾る二重回縁壷片を出上したSB01、 庄内期にも類例 (姫路市播磨長越遺跡

土坑 1往 89、 八尾市久宝寺南遺跡 Iト レンチ第 4遺構面 C― SD43と 8→、亀岡市

北金岐遺跡SB03等は80は、日縁部形状が異なるが、これに属するものと思われ

る)が求められる高不を出上したSB07も 庄内期に属す可能性を持っている。

ただ後 2者に関しては、当地の上器編年の充実をまって結論を下したい。

西川卓志氏

の研究

川西宏幸氏

の研究

第 3節 弥生時代後期の甕の煮沸形態

嘗て森本六爾氏は、弥生土器の地域的様式研究を進める中で、畿内から関東

に所在する遺跡で出土する土器類に、それぞれ煮沸と貯蔵の 2形態が認められ

ることに注意された催80。 その後、弥生土器の地域的、時間的様式研究は着実

に進められて来たが、煮沸・貯蔵の 2形態から当時の生活の発達段階を具体的

に追究することは少なかった。ただ縄文土器の煮沸形態に関しては、縄文農耕

論との関係で、深鉢形土器の煤付着状態と内面の炭化物の観察から、煮沸され

た内容物を推定することも試みられた。

一方、弥生土器に関しては、1981年に発表された西川卓志氏の考察力龍
8め、

煮沸形態の具体的研究として最初のものと思われる。西川氏は河内地域の資料

に拠りながら甕の煤化、赤色化、祭変化部位を詳細に観察され、前期～後期を

通じ、甕下半の一部を土中 (炉中)に埋置する方式が存在したことを明らかに

された。

また後期に入ると、地面に土器を置いて煮沸するものと、地面から離して使

用する例が前半以降増加し、特に後者は北鳥池遺跡下層式前後以降に煮沸形態

の大勢を占める様になったとされた。

氏は、庄内甕の観察成果から甕底部の一部を上中又は灰中に埋置するものを

弥生時代型、地面から離す方法を古墳時代型と呼んだ。

川西宏幸氏は、煮沸用上器を器形・技法 。使用法に焦点をあて、調理面から

人間生活の歩みを明らかにしようとされたに80。 そして、前期 。中期の煮沸用

甕形土器には、下腹部に赤・黄色の加熱痕が見られるのに対し、大阪府船橋遺



跡、奈良県布留遺跡出土の後期のものには、底面全体に赤・黄変した例が分
いこ

とに注意され、これを煮沸時に底面が強熱される状況を示すものと考えられた。

その具体的方法については、V様式期に確実に湖る土製支脚が認められない

ことから、これ以外の何らかの方法によるものとされている。

藤田至希子  藤田至希子氏は、奈良県矢部遺跡の布留式最古段階の資料を検討され
(湛 89く

氏の研究  煤付着部位が外表面全体や、頚部を除く外面全体にあるもの、また下半の煤が

上半に及ぶものを炉型煤類型、体部下半を中心に、日縁部にも付着するものを

含めて、カマ ド型煤類型と呼称された。

柳瀬昭彦氏  柳瀬昭彦氏は、岡山県百間川原尾島遺跡井戸16と 同上東遺跡オの町地区P―

の研究   卜の資料を検討され(注 9の、煤の付着状態から、表面全体に比較的濃く付着する

Aタ イプ (底部近 くの煤が消えるものをA′とする)と 、上半部は薄いか無く、

下半に濃く付着するBタ イプ (底部近くの煤が消えるものを B′ とする)に分類

され、前者を炉型、後者をカマ ド型とされた。

そして、百間川遺跡では、後期中頃までカマ ド型は見られず、古墳時代前期

(下田所期、亀川上層期)でもわずかに散見されるのみであるとされた。

出土養の検討 以上の成果を踏まえ、本遺跡の甕形土器を観察すると、外面の煤と内面の炭

分類

化物が付着する部位でい くつかのタイプに分類することができる。

ここで観察の対象 としたものは、完形品が多く、時期的変遷をとらえること

のできたSB区土器群 とSD04出土土器である。

A…内面の炭化物が底部内面に付着せず、底部からやや上に帯状に残る。外

面の煤は、中位または中位～下半にかけて付着するものが多 く、下半
～底部外

面 と底部裏面には煤が付着しない。底部外面に煤が及ぶものもあるが、それは

部分的でかつ薄 い。 (第 66図 -72・ 74～ 76。 254。 255、 第67図―■9～ 1211

124・ 131、 第68図 -133・ 137。 139、 第69図 -164・ 168。 172)

B…内面の炭化物が底部内面にも付着するもの。外面の煤付着状況はAと 変

わらない。 (第 66図 -77・ 256、 第67図 -122・ 126、 第68図 -134。 142・ 257、

第69-167・ 169)

C…外面の煤が底部裏面にまで付着するもの。破片でしか確認できなかった。

従って、上半の状況は不明である。内面の炭化物は、底部内面からやや上方に、

部分的に残る。 (第 68図 -259。 260)

C′ …底部裏面に煤は付着しないが、底部外面～裏面にかけて、器表が赤変し、

荒れが見 られ るもの。 (第67図 -125。 130、 第68図 -132・ 135。 258、 第69図 一

173・ 174)                           .:`



第66図 煤・炭化物付着状態図 (1)
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第67図 煤・炭化物付着状態図 (2)
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第68図 煤 。炭化物付着状態図 (3)
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第69図 媒 。炭化物付着状態図 (4)
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煮沸形態

煮沸形態の

時期的変化

以上のA～ C′までの類型から煮沸形態を推定してみよう。

Aは西川氏が中期的煮沸方法としたもので、炉中に底部の一部を埋めて安定

を計り、使用する形態である。氏は主に煤と外面の無赤変部位で、これを想定

したが、内1面の炭化物付着状態からもこの考えが妥当性が高いものと思われる。

大型甕 (137)の 内面炭化物が小型甕に比較し、より上方に残るのは、大型品

であるが故により深く炉中に埋める必要があった事を示すものであろう。

Bは、底部を炉中に埋めない方式である。西川氏は底部裏面を除く、外面下

半部に赤変化や器面の荒れが認められるとしたが、本遺跡出土例では、底都裏

面から外面下半部にかけて暗黄色に変色するものが大半で、赤変しても一部に

留まり、器面も荒れは殆んど見られない。この差異が何によるものか、今断定

できないが、炎の強弱、持続時間等が影響するものであろう。

Cは C′と共に炎が土器底部裏面に当っていることを示すものと考えられる。

柳瀬氏は藤田氏の分類基準の考えを受け、煤が外面下半に厚く付着し、上半に

はないか、薄くしか着かないものをカマ ドを使用した結果とされた。が、当遺

跡で 1よ 底部裏面に赤色化があるもので外面の煤が下半に限定されるもの

(173)も あるが、外面の中位～上半にかけ煤が残るものがあり、カマ ドの使

用に関しては、疑問が残る9ただ当地でも川西氏が指摘されるように、カマ ド

に代わるよ うなV様式期の上製支脚の例はなく、土器を地面から離して使用し
た具体的な方法は不明である。しかし 1例のみであるが、第68図 -260の底部

裏面には、支脚使用によるとも思われる荒れた面を持つ凹部が認められる。

前節で設定した後期のH期に属す、SB区礫上出土土器では底部片を含め、

計 8個体に対する分類が可能で、Aが 6個体、Bが 2個体ある。Ⅲ期のSB区
シル ト層では、 9個体がA、 5個体がBに分類でき、C・ C′も計 7個体見られ
る。Ⅳ期のSD04出土土器も資料は乏しいが、Aが 3個体、Bが 2個体、Cが
2個T/Hあ る。

A～ Cの比率を出す程の資料数には恵まれないが、注意されるのは、Ⅲ期段

階でのC型の出現であろう。土器底面を地面から離し、炎を主として底部裏面

で受けるC型の煮沸形態が、古墳時代的であることは疑いなく、この点でⅢ期

はより評イ面されるものと思われる。

今後の課題としては、西川、藤田、柳瀬の各氏が正しく指摘されたように、

1集落の、 1時期における各煮沸形態の混在の原因と、地域間での各煮沸形態
の採用の退速の有無等があげられよう。
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弥生時代後期土器 (1)
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